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序

　本庄市は、かつて中山道一の宿場町として繁栄を誇り、中世においては武蔵七党の中でも最
大の勢力を誇った、児玉党の本拠地としても知られています。また市内には、埼玉県重要選定
遺跡である旭・小島古墳群や長沖古墳群をはじめ、旧石器時代から近代まで、数多くの遺跡が
分布しています。
　本書は、昭和 63 年に北部金属株式会社による牛舎建設に伴う事前の記録保存を目的として
実施した、本庄市児玉町塩谷に所在する真鏡寺後遺跡Ｅ地点の発掘調査の成果を記録したもの
です。この発掘調査では、奈良・平安時代の 13 軒の竪穴住居跡や数多くの土坑、掘立柱建物跡、
真鏡寺館の堀等が確認され、貴重な資料を得ることができました。今回の調査地点では、真鏡
寺館の掘割の内側には、他の調査地点で確認された土塁が構築されておらず、柵列が廻ってい
たことが明らかとなりました。このような新たな発見は、児玉党塩谷氏の居館とされる中世館
跡の、往時の姿を彷佛とさせるものです。
　本報告書が広く活用されるとともに、文化財保護意識の高揚と本庄市という地域の歴史に対
する理解を深めるための一助となれば幸甚に存じます。
　最後になりましたが、発掘調査の実施から報告書の刊行に至るまで、文化財の保護に対する
深いご理解とご尽力を賜りました北部金属株式会社をはじめ、関係諸機関ならびに関係各位、
さらに住民の皆様の多大なるご協力を賜りましたことに対し、厚く御礼申し上げます。

　平成 22 年８月
本庄市遺跡調査会
会 長　茂木 孝彦



例　　言
 １ ．本書は、埼玉県本庄市児玉町塩谷字真鏡寺 90- ２に所在する、真鏡寺後遺跡Ｅ地点の発掘調査報告書である。

 ２ ．発掘調査は、牛舎建設に伴う事前の記録保存を目的として、昭和 63 年３月１日から５月 10 日の期間に実施した。

 ３ ．発掘調査は、業務委託を受けた旧児玉町遺跡調査会が実施し、その調査担当には鈴木徳雄があたった。

 ４ ．発掘調査から本書刊行に至る経費は、すべて北部金属株式会社が負担した。

 ５ ．整理調査は、本庄市遺跡調査会が、株式会社歴史の杜に委託して実施した。

 ６ ．本書の編集は、村上章義（株式会社歴史の杜）が行なった。

 ７ ．本書の執筆は、第Ⅰ章を本庄市教育委員会事務局が、第Ⅱ章を倉田功が、第Ⅳ章第３節、第４節を向出博之が、他を村上が行なった。

 ８ ．整理調査・報告書作成は、以下の体制で行なった。（敬称略・五十音順）

遺物実測　　　　　　篠原信子、田中浩江、深井美紀

遺物図トレース　　　篠原信子、田中浩江

遺構図トレース　　　篠原信子、深井美紀

報告書レイアウト　　深井美紀、村上章義

遺物写真撮影　　　　山際哲章

 ９ ．本書で使用した遺構写真は、調査担当者が撮影した。

10．本書に掲載した出土遺物、遺構および遺物の実測図ならびに写真、その他報告書に関係する資料は、本庄市教育委員会において保管している。

11．報告書を作成するにあたり、住居番号をＡ地点からの通し番号と整合させたため、以下のとおりＥ地点の住居番号を変更した。

旧番号 新番号

第１号住居跡 → 第 54 号住居跡

12．本書掲載の第１図は、国土地理院発行 1/25,000 地形図「藤岡」及び「本庄」を使用し、第２図は、『真鏡寺後遺跡Ⅳ』（恋河内，2009）の第３図

及び『真鏡寺後遺跡Ⅲ』（恋河内，1991）の第７図から作成した。

13．グリッドは日本測地系に基づき設定されたものである。

14．方位はグリッドの座標北を用いた。

15．遺物の色調は、『新版標準土色帖』（2001 年版）による。

16．住居跡の規模は、カマドのある壁の方位を基準に作成した住居跡に外接する四角形の南北長と東西長で表現した。住居跡の主軸は、カマドのある

壁の方位と直交する方位とした。

17．遺物観察表中の口径等の法量の数値は、それぞれ接点からの距離である。単位は「cm」である。臼玉、土製紡錘車では、口径・器高は、それぞれ面径・

厚さである。
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真鏡寺後遺跡遠景（南東から）
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第Ⅰ章 発掘調査に至る経緯

　 本 報 告 に か か る 真 鏡 寺 後 遺 跡 Ｅ 地 点 の 発 掘 調 査 は、 牛 舎 建 設 に 伴 っ て 失 わ れ る 埋 蔵 文 化 財 の 記 録 保

存 の た め に 実 施 さ れ た も の で あ り、 発 掘 調 査 に 至 る 経 緯 の 概 要 は、 下 記 の と お り で あ る。

　 昭 和 62 年 ７ 月 ６ 日、 北 部 金 属 株 式 会 社 代 表 取 締 役 武 政 昌 代 よ り 埼 玉 県 児 玉 郡 児 玉 町 大 字 塩 谷 （現

本 庄 市 児 玉 町 塩 谷）字 真 鏡 寺 後 90- ２ の 土 地、合 計 1,935㎡ に 牛 舎 建 設 の 計 画 が あ り、こ れ に か か る『開

発 予 定 地 内 に お け る 埋 蔵 文 化 財 の 所 在 及 び そ の 取 り 扱 い に つ い て』 の 照 会 文 書 が （旧） 児 玉 町 教 育 委

員 会 〔以 下 （旧） を 省 略〕 に 提 出 さ れ た。 当 該 区 域 は 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 で あ る、 真 鏡 寺 後 遺 跡

（No.54-107） に 該 当 し て い る こ と か ら、 町 教 育 委 員 会 は 昭 和 62 年 ７ 月 17 日 付 児 教 社 第 110 号 「文 化

財 の 所 在 及 び 取 り 扱 い に つ い て」 に お い て、 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 内 で あ る た め 現 状 変 更 し よ う と

す る 場 合 は 事 前 に 町 教 育 委 員 会 と 協 議 す る と と も に、 埋 蔵 文 化 財 の 包 蔵 状 況 を 確 認 す る た め の 試 掘 調

査 を 実 施 し、 文 化 財 保 護 法 の 規 定 に 則 っ て 事 業 を 実 施 す る よ う 回 答 し た。 こ の 回 答 を 受 け、 同 年 ８ 月

５ 日、 北 部 金 属 株 式 会 社 代 表 取 締 役 武 政 昌 代 よ り 「試 掘 調 査 依 頼 書」 が 町 教 育 委 員 会 に 提 出 さ れ、 試

掘 調 査 を 実 施 し 平 安 時 代 の 竪 穴 住 居 跡 や 士 坑 等 の 埋 蔵 文 化 財 の 所 在 が 確 認 さ れ た。 こ の 試 掘 調 査 の 結

果 を 踏 ま え、 町 教 育 委 員 会 は 昭 和 62 年 ８ 月 19 日 付 児 教 社 第 137 号 で、「文 化 財 の 所 在 確 認 試 掘 調 査

の 結 果 に つ い て」 に お い て、 当 該 区 域 に 埋 蔵 文 化 財 が 確 認 さ れ 現 状 保 存 が 望 ま し く、 や む を え ず 現 状

変 更 す る 場 合 は、 事 前 に 県 お よ び 町 教 育 委 員 会 と 協 議 す る よ う 回 答 し、 北 部 金 属 株 式 会 社 と 埋 蔵 文 化

財 保 護 の た め の 協 議 を 行 っ た。 し か し 建 設 計 画 の 変 更 は 困 難 で あ る と の 結 論 に 達 し、 事 業 主 よ り 児 玉

町 遺 跡 調 査 会 長 に 発 掘 調 査 の 依 頼 が な さ れ、 児 玉 町 教 育 委 員 会 の 指 導 に 基 づ い て、 児 玉 町 遺 跡 調 査 会

と 北 部 金 属 株 式 会 社 と の 間 で 埋 蔵 文 化 財 保 存 事 業 委 託 契 約 を 締 結 し、 記 録 保 存 の た め の 発 掘 調 査 を 実

施 す る こ と と な っ た。

（本 庄 市 教 育 委 員 会 事 務 局）
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第Ⅱ章　遺跡の地理的・歴史的環境

　 真 鏡 寺 後 遺 跡 （１） は、 埼 玉 県 本 庄 市 児 玉 町 塩 谷 字 真 鏡 寺 後 を 中 心 に、 約 100,000㎡ の 広 範 囲 に わ

た る、 縄 文 時 代 前 期 か ら 平 安 時 代 中 期 の 集 落 遺 跡 と 中 世 の 真 鏡 寺 館 跡 の 複 合 遺 跡 で あ る。 遺 跡 コ ー ド

は No.54-107 で あ る。 今 回 の 調 査 地 点 で あ る Ｅ 地 点 は、 埼 玉 県 本 庄 市 児 玉 町 塩 谷 字 真 鏡 寺 90- ２ に 所

在 す る。 中 世 の 真 鏡 寺 館 跡 内 に 位 置 し、 平 安 時 代 を 中 心 と す る 集 落 遺 跡 で あ る。 本 遺 跡 の あ る 本 庄 市

児 玉 町 は、 埼 玉 県 の 北 端 部 に 位 置 し、 地 形 的 に は、 八 王 子 構 造 線 を 境 に 南 西 部 の 上 武 山 地 と 北 東 部 の

平 野 部 に 大 き く 分 か れ る。 上 武 山 地 の 北 東 端 か ら 北 東 方 向 に 伸 び る 児 玉 丘 陵 が 存 在 す る が、 小 山 川 や

女 堀 川 な ど 上 武 山 地 を 水 源 と す る 河 川 に よ っ て 開 析 さ れ て、 半 島 状 を 呈 し て い る。 本 遺 跡 は、 南 側 を

女 堀 川 （旧 赤 根 川） に、 北 側 を 金 鑚 川 に よ っ て 開 析 さ れ た 児 玉 丘 陵 の 一 支 丘 上 に 立 地 す る。

　 本 遺 跡 の 周 辺 に は、 旧 石 器 時 代 以 降 の 各 時 期 の 遺 跡 が 存 在 し て い る が、 本 調 査 地 点 で は、 弥 生 時 代

以 前 の 遺 物、 遺 構 が 検 出 さ れ て い な い た め、 古 墳 時 代 以 降 の 遺 跡 に つ い て 触 れ る。

　 古 墳 時 代 の 遺 跡 は、 比 較 的 多 く 調 査 さ れ て い る。 前 期 の 遺 跡 は、 丘 陵 上 と 丘 陵 下 の 台 地 上 に 立 地 す

る。 新 羽 根 倉 遺 跡 （ ５）、 前 組 羽 根 倉 遺 跡 （ ６）、 塩 谷 下 大 塚 遺 跡 （12）、 倉 林 後 Ｂ 遺 跡 （15）、 ミ カ

ド 西 遺 跡 （19）、 十 二 天 遺 跡 （21） が あ る。 中 期 の 遺 跡 は、 丘 陵 上 を 中 心 に 立 地 す る。 本 遺 跡、 枇 杷

橋 遺 跡 （13）、 倉 林 後 遺 跡 （16）、 金 屋 北 原 遺 跡 （17） が あ る。 後 期 の 遺 跡 は、 後 半 に 周 辺 の 丘 陵 上

に 立 地 す る。 本 遺 跡 や 下 原 北 遺 跡 （３）、 下 原 南 遺 跡 （４）、 念 仏 塚 遺 跡 （14）、 倉 林 後 Ｂ 遺 跡、 ミ カ

ド 遺 跡 （20） が あ る。 古 墳 は、本 遺 跡 と 旧 赤 根 川 を 挟 む 南 の 丘 陵 上 に 飯 倉 古 墳 群 （11） が、南 東 約 1.8
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第２図　調査地点位置図
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㎞ に 長 沖 古 墳 群 （18） が 存 在 す る。

　 奈 良 時 代 の 遺 跡 は、 旧 赤 根 川 の 両 岸 の 丘 陵 縁 辺 部 に 集 落 が 立 地 す る。 本 遺 跡、 天 田 遺 跡 （７）、 下

原 南 遺 跡 が あ る。 南 の 山 崎 谷 を 中 心 と し た 丘 陵 部 に は 瓦 窯 跡 の 金 草 窯 跡 （ ９） や 飯 倉 窯 跡 （10） を

は じ め と す る 児 玉 窯 跡 群 （８） が 存 在 す る。

　 平 安 時 代 の 遺 跡 は、 奈 良 時 代 と 同 様 に 丘 陵 縁 辺 部 に 立 地 す る。10 世 紀 以 降 に は、 丘 陵 下 の 台 地 上

に 新 た に 集 落 が 見 ら れ る よ う に な る。 ミ カ ド 遺 跡、 ミ カ ド 西 遺 跡、 十 二 天 遺 跡 が あ る。

　 中 世 の 遺 跡 は、児 玉 党 塩 谷 氏 の 居 館 と 推 測 さ れ る 本 遺 跡 南 部 の 真 鏡 寺 館 跡 （２） が あ る。 そ の 他 に、

ミ カ ド 遺 跡 で 掘 立 柱 建 物 跡 な ど が 検 出 さ れ て い る。
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第Ⅲ章 遺跡の概要

　 Ｅ 地 点 は、 本 庄 市 児 玉 町 塩 谷 字 真 鏡 寺 90- ２ に 所 在 す る。 真 鏡 寺 館 跡 の 西 辺 を 南 北 に 区 画 す る 館 堀

の 内 側 に あ た る。 調 査 区 内 の 地 形 は、南 東 方 向 に 傾 斜 し て お り、そ の 比 高 差 は、最 大 で ４ ｍ 以 上 で あ る。

　 調 査 区 内 で は、 竪 穴 住 居 跡 が ９ 軒 （ 建 て 替 え を 含 め れ ば 13 軒 ）、 掘 立 柱 建 物 が ２ 棟 （ 建 て 替 え を

含 め れ ば ４ 棟）、 土 坑 ・ ピ ッ ト が 200 基 以 上、 館 堀 が １ 条、 柵 列 が １ 列 検 出 さ れ て い る。

　 竪 穴 住 居 跡 は、 調 査 区 の 東 部 で 検 出 さ れ た 第 54 号 住 居 跡 を 除 き、 主 に 西 側 で ま と ま っ て 検 出 さ れ

た。 館 堀 に 切 ら れ て い る こ と か ら、 さ ら に 堀 を 越 え た 西 側 に 住 居 群 が 広 が る こ と が 予 想 さ れ る。 住 居

跡 の 主 な 時 期 は、 古 墳 時 代 終 末 期 と 推 定 さ れ る 第 55 号 住 居 跡 を 除 き、 奈 良 ・ 平 安 時 代 で あ る。 住 居

跡 の 主 軸 方 向 は、概 ね 東 を 向 く。 カ マ ド の 焚 き 口 付 近 に 小 ピ ッ ト を も つ も の （第 55、59、61 号 住 居 跡）

と も た な い も の （第 54、57、58、60、63 号 住 居 跡） と に 分 か れ る。

　 掘 立 柱 建 物 跡 は、 ４ 棟 検 出 さ れ た。 第 55 号 住 居 跡 と 重 複 す る ３ 棟 は、 柱 穴 の 共 有 な ど か ら 建 て 替

え と 判 断 し た（第 １ 号 掘 立 柱 建 物 跡）。 調 査 区 の 中 央 付 近 に て、第 ２ 号 掘 立 柱 建 物 跡 が 検 出 さ れ て い る。

主 軸 の 方 向 は、 第 １ 号 建 物 跡 が 住 居 跡 と 概 ね 同 一 の 方 向 で あ る の に 対 し、 第 ２ 号 建 物 跡 は 異 な る。

　 調 査 区 の 西 端 で 検 出 さ れ た 館 堀 跡 は、 現 地 表 面 に 残 る ラ ン ド マ ー ク と 併 せ て、 Ｃ 地 点、 Ｆ 地 点 で 検

出 さ れ た 館 堀 跡 に 接 続 す る と 推 定 さ れ る。 Ｆ 地 点 で 検 出 さ れ た よ う な 堀 の 内 側 の 土 塁 跡 は 検 出 さ れ な

か っ た が、 柵 列 と 推 定 さ れ る ピ ッ ト 列 が 検 出 さ れ た。

　200 基 以 上 検 出 さ れ た 土 坑 ・ ピ ッ ト は、 大 き く 西 部、 中 央 部、 東 部 に 分 か れ る。 東 部 に 大 量 に 集 中

す る ピ ッ ト 群 は、 掘 立 柱 建 物 跡 を 構 成 す る 可 能 性 が あ る。

第Ⅳ章　検出された遺構と遺物
第１節　竪穴式住居跡

第 54 号住居跡 ( 第４・５・６図、図版１)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 北 東 部 の Ｂ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 重 複 す る 遺 構 も 無 く、 遺 存 状 態 は、 比 較

的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、 東 壁 が 西 壁 よ り も わ ず か に 広 い、 北 東 ～ 南 西 方 向 が 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。 規 模 は、 東

西 方 向 が 5.970 ｍ、 南 北 方 向 が 3.795 ｍ で あ る。 住 居 跡 の 主 軸 方 位 は Ｎ － 56.3°－ Ｅ で あ る。 壁 は、

ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 深 さ は 南 壁 で 遺 構 確 認 面 か ら 63.5cm と な っ て い る。 床 面 は、 ほ ぼ 平 坦 で あ

る が、 南 西 方 向 に や や 傾 斜 し て お り、 比 高 差 は 15 ～ 33.5cm と な っ て い る。 東 壁 沿 い に、 幅 13 ～

23cm、 床 面 と の 比 高 差 22cm 前 後 の 一 段 高 い 部 分 が 認 め ら れ た。

　 カ マ ド は、 住 居 東 壁 の 中 央 よ り や や 南 寄 り の 位 置 に、 壁 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 築 さ れ て い る。 規 模

は、 全 長 1.68 ｍ ・ 最 大 幅 89cm を 測 る。 住 居 跡 の 主 軸 方 位 は Ｎ － 55.5°－ Ｅ で あ る。 燃 焼 部 は 奥 行 き

93cm、 最 大 幅 62cm の 楕 円 形 を 呈 し て い る。 燃 焼 面 は 床 面 と ほ ぼ 同 じ 高 さ で あ る が、 焚 き 口 付 近 は 床

面 よ り も ４cm 低 い。 燃 焼 部 の 奥 壁 の 高 さ は、21cm で あ る。 煙 道 部 は、幅 20 ～ 52cm、長 さ 74cm で、

傾 斜 角 19.5°で 上 り、 奥 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が る。
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                         第4図　第54号住居跡
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第54号住居跡土層説明  
第１層：明黒褐色土層(ローム粒、火山灰を含みローム風化
土を少量に混入する。しまりはあるが粘性はなし。)
第２層：暗茶褐色土層(ローム粒を少量含み、ローム風化土
を多量に混入する。しまり、粘性共に弱い。)
第３層：黒褐色土層(ローム粒、炭化物粒を少量含み、ロー
ム風化土を少量混入する。しまりはあるが粘性はなし。)
第４層：明茶褐色土層(ローム粒、白色粒子を含み、ローム
風化土を多量に混入する。しまり、粘性共に有する。)
第６層：黒色土層(ローム粒、白色粒子を微量含む。しまり、
粘性共に有する。)
第５層：暗茶褐色土層(ローム粒、白色粒子を微量含み、ロ
ーム風化土を少量混入する。しまり、粘性共に乏しい。)
第７層:黄灰褐色土層(黄灰色粘土を多量含み、小礫を多く
混入する。しまり、粘性共に有する。)
第８層:暗褐色土層(粘土ブロック、白色粒子、ローム微粒を
均一に含む。しまりはなく粘性弱い。)
第９層:明黒褐色土層(白色粒子、ローム粒を多量に含み、ロ
ーム風化土を均一に含む。しまり、粘性共に有する。)
第10層:暗茶褐色土層(火山灰粒、白色粒子を微量含む。しま
り、粘性共にない。)
第11層:茶褐色土層(白色粒子、炭化物粒、ローム微粒を少
量含む。しまりはあるが粘性は弱い。)
第12層:暗茶褐色土層(ローム微粒、白色粒子を少量含み、
黒褐色土を少量混入する。しまり、粘性共に有する。)
第13層:明黒褐色土層(白色粒子、炭化物微粒を微量含み、
ローム風化土を混入する。しまりはあるが粘性はない。)
第14層：明茶褐色土層(地山の崩壊土層、ローム風化土を含
む。しまり、粘性共になし。)

　 柱 穴、 貯 蔵 穴、 壁 溝 は 検 出 さ れ な か っ た。

　 出 土 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 の 甕 の 破 片 を 主 体 と し て 大 量 に 出 土 し て い る が、 一 個 体 に ま で

接 合 す る も の は ほ と ん ど な い た め、 本 住 居 跡 で 使 用 さ れ た も の で は な く、 本 住 居 跡 の 埋 没 過 程 で 混 入

し た も の と 考 え ら れ る。 カ マ ド 燃 焼 部 の 埋 没 土 中 よ り 土 師 器 甕 （No. １ ・ ２） が 出 土 し て い る。 直 接

接 合 は し な か っ た が、 一 個 体 と 考 え ら れ る。 他 に 住 居 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 の 平 底 坏 （No. ３）、 須 恵

器 碗 （No. ４） が 出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 中 ご ろ と 推 定 さ れ る。
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第6図　第54号住居跡出土遺物
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第5図　第54号住居跡カマド
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第54号住居跡カマド土層説明  
第１層：明茶褐色土層(焼土粒、焼土小ブロックを均一に、炭化
物粒を少量含む。少々しまっているが粘性はない。)
第２層：茶褐色土層(焼土粒、焼土ブロック、炭化物粒を多量に
含む。少々しまっているが、粘性はない。)
第３層：暗茶褐色土層(灰分を多量に、炭化物粒、焼土粒、ロー
ムブロックを少量含む。しまり、粘性共にない。)

第１表　第 54 号住居跡出土遺物観察表
No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )

器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考
1 土師器 ① 18.2 ③ (19.0) ⑤酸化焔 ⑦明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。胴 : 縦

位ヘラケズリ。
⑪明赤褐色 (Hue5YR 5/6)

甕 ② - ④口～胴 1/4 ⑥輪積 ⑧明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑩口～頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩～胴 : 横位ヘラナデ。 ２と同一個体と推定される。
2 土師器 ①大 21.7 ③ (18.9) ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑨胴 : 横・斜・縦位ヘラケズリ。腰 : 縦位ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)

甕 ②小 7.7 ④胴～腰 2/3 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩胴～腰 : ハケ目状ヘラナデ。 １と同一個体と推定される。
3 土師器 ① 12.0 ③ 3.35 ⑤酸化焔 ⑦にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/3) ⑨口 : 指押さえのち回転ヘラ削りのち強いヨコナデ。胴 : 指押さえのちナデ。

底 : ヘラケズリ。
⑪にぶい黄褐色 (Hue10YR 5/4)

坏 ② 9.0 ④口～底 1/1 ⑥輪積 ⑧にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4) ⑩口～胴 : 指押さえのちヨコナデ。底 : 指押さえのちナデ。
4 須恵器 ① 14.9 ③ 5.65 ⑤還元焔 ⑦にぶい黄橙色 (Hue10YR 7/2) ⑨口 : つよいロクロナデ ( 指 )。胴 : ロクロナデ。底 : 回転糸切り ( 右 ) のちナデ。⑪浅黄色 (Hue2.5YR 7/3)

碗 ② 6.75 ④口～底 1/2 ⑥ロクロ ⑧黄灰色 (Hue2.5YR 6/1) ⑩口～底 : ロクロナデ。 高台欠損。
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第7図　第55号住居跡
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第55号住居跡土層説明  
第１層：暗褐色土層(若干の粘性はあるがしまりを欠く。
φ1㎜位のローム粒子を比較的多く含む。)
第２層：暗褐色土層(若干の粘性はあるがしまりを欠く、
φ1㎝位のローム粒子を若干含む（壁崩壊土）。)
第３層：暗褐色土層(２層に似るがカマド崩壊粘土を
多く含む。)
第４層：暗褐色土層(良くしまっている。炭化物、赤色粒
子を多く含む。)
第５層：暗褐色土層(しまり、粘性共に有る。粘土ブロッ
ク、ロームブロックを多く含む。)
第６層：暗褐色土層(しまりはあるが粘性を欠く、φ1㎜
位のローム粒子、炭化粒子を若干含む。)
第７層：明灰褐色土層(しまり、粘性共に有る。壁の崩壊
土である。)
第８層：暗灰褐色土層(７層に似るが黒色土、風化土を
多く含む。)
第９層：暗褐色土層(良くしまっている。粘土風化土を
多く含む。)
第１０層：暗褐色土層(しまり、粘性共に有る。粘土ブロ
ックと炭化粒子を多量に含む。)
第11層：暗灰褐色土層(11層に似るが粘土粒子が少な
い。)
第12層：暗褐色土層(１層に似るがローム粒子が更に
多い。)

第55号住居跡カマド土層説明  
第２層：灰褐色土層(しまり、粘性共に有る。焼土粒、炭
化粒を多量に含む粘質土。)
第１層：暗灰褐色土層(しまり、粘性共に有る。焼土粒、
炭化粒を含む。)

第 55 号住居跡 ( 第７・８・９図、図版１)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 北 西 隅 の Ｅ － 11、 Ｆ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 １ 号 掘 立 柱 建 物 跡 の 柱 穴 を

切 っ て い る。 重 機 に よ る 撹 乱 に よ っ て 切 ら れ た カ マ ド を 除 き、 遺 構 の 遺 存 状 態 は 比 較 的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、 北 壁 と 東 壁 が ほ ぼ 直 交 す る が、 南 壁 が 大 き く 内 傾 し て お り、 東 壁 が 長 く 西 壁 が 短 い、 や

や 形 の 崩 れ た 台 形 を 呈 し て い る。規 模 は、南 北 方 向 の 最 残 存 長 が 4.785 ｍ、東 西 方 向 の 最 残 存 長 が 4.875

ｍ で あ る。 主 軸 方 向 は、 Ｎ － 72.6°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の

深 さ は、 確 認 面 が 比 較 的 高 い 北 壁 を 除 き、 各 壁 と も 15cm ～ 20cm 前 後 に 収 ま っ て い る。

　 床 面 は、 床 下 に 第 １ 号 掘 立 柱 建 物 跡 の Ｐ ７ が 位 置 す る 中 央 付 近 が 大 き く 凹 ん で お り、 さ ら に 10 ～

15cm 前 後 の 比 高 差 が 生 じ て い る。 や や 起 伏 が 見 ら れ、 南 東 側 に 向 か っ て 若 干 傾 斜 し て い る。 比 高 差

は 10cm 前 後 で あ る。 ま た、 西 壁 沿 い に 幅 30 ～ 40cm 前 後、 床 面 か ら ５cm 前 後 の 一 段 高 い 部 分 が 認
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　　　　第8図　第55号住居跡カマド
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第9図　第55号住居跡出土遺物
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め ら れ た。 こ の 一 段 高 い 部 分 も 床 面 と 同 様 に 南 側 に 向

か っ て 若 干 傾 斜 し て い る。

　 カ マ ド は、 住 居 東 壁 の 中 央 の 位 置 で 検 出 さ れ た が、 重

機 に よ る 撹 乱 に よ っ て 大 部 分 が 破 壊 さ れ て お り、 焚 き 口

と 袖 の 一 部 を 除 き、 遺 存 し て い な か っ た。 遺 存 状 態 の 悪

さ か ら、 カ マ ド の 主 軸 は 不 明 で あ る が、 焚 き 口 前 の 方 形

の 小 穴 の 南 北 辺 と 直 交 す る 方 向 を 主 軸 と す れ ば、 Ｎ －

59.5°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対 し て 幾 分 北 向 き に 構 築 さ れ て

い る と 推 定 さ れ る。 規 模 は、 残 存 長 54cm（ 小 穴 を 含 め

れ ば 83cm）、残 存 幅 98cm、焚 き 口 の 幅 50cm で あ る。袖 は、

壁 の 手 前 の 床 面 上 に、 炭 化 粒、 焼 土 粒、 ロ ー ム 粒 を 若 干

含 む 明 灰 褐 色 の 粘 質 土 を 盛 り 上 げ て 構 築 さ れ て お り、 燃

焼 部 は、 平 面 形 状 は 不 明 で あ る が、 屋 内 に 構 築 さ れ た と

推 定 さ れ る。 燃 焼 面 は 床 面 と ほ ぼ 同 じ 面 で、 焚 き 口 の 手

前 に 深 さ 約 ５cm の 小 穴 を 有 す る。

　 ピ ッ ト、 貯 蔵 穴 は 検 出 さ れ な か っ た。 壁 溝 は、 調 査 時

に は カ マ ド を 除 い て 全 周 す る と し た が、 整 理 調 査 時 に 住

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

2 滑石製品 ① 1.2 ③ 0.6 ⑤ - ⑦緑灰色 (Hue5G 5/1) ⑨上下 : 切断のち磨き。側 : 研磨。 ⑪ -
臼玉 ②孔 0.35 ④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩

3 滑石製品 ① 1.25 ③ 0.85 ⑤ - ⑦明緑灰色 (Hue5G 7/1) ⑨上下 : 切断のち磨き。側 : 研磨。 ⑪ -
臼玉 ②孔 0.4 ④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩

6 滑石製品 ① 1.35 ③ 0.85 ⑤ - ⑦緑灰色 (Hue5G 5/1) ⑨上下 : 切断のち磨き。側 : 研磨。 ⑪ -
臼玉 ②孔 0.35 ④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩

11 滑石製品 ① 1.3 ③ 0.5 ⑤ - ⑦明緑灰色 (Hue5G 7/1) ⑨上下 : 切断のち磨き。側 : 研磨。 ⑪ -
臼玉 ②孔 0.4 ④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩

20 土師器 ① 15.75 ③ 14.8 ⑤酸化焔 ⑦明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑨口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ヘラケズリ。胴～腰 : 斜・縦位ヘラケズリ。底 :
ヘラケズリ。

⑪明赤褐色 (Hue5YR 5/6)

小型甕 ② 4.0 ④口～底 2/3 ⑥輪積 ⑧明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑩口～底 : ナデ。
21 須恵器 ① 4.0 ③ 3.35 ⑤還元焔 ⑦暗灰色 (HueN 3/) ⑨天 : ロクロナデ。体 : 回転ヘラケズリ ( 右 )。目痕。基 : ロクロナデ。 ⑪暗緑灰色 (Hue5G 3/1)

蓋 ②基 14.6 ④天～基 1/1 ⑥ロクロ ⑧暗緑灰色 (Hue5G 3/1) ⑩天～体 : 水挽状ロクロナデ。基 : ロクロナデ ( 指 )。

第 2 表　第 55 号住居跡出土遺物観察表
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　　　　　　第10図　第56号住居跡
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第56号住居跡土層説明
第１層：暗褐色土層(しまり粘性共にある。赤色粒子、炭化粒子を若干含む。若干の粘土風化
土を含む。)
第２層：暗褐色土層(しまり粘性共にある。粘土風化土を多量に含む。)

居 内 の レ ベ ル を 検 討 し た と こ ろ、 壁 溝 内 よ り も 床 面 の レ ベ ル が 低 い た め、 壁 溝 の 存 在 は 認 め ら れ な い

と 判 断 を 変 更 し た。

　 出 土 遺 物 は、住 居 跡 の 北 東 部 と 南 西 部 か ら、滑 石 製 の 臼 玉 が 11 点（No. １ ～ 11）、鉄 製 品 の 破 片（No.12

～ 19） が ８ 点 出 土 し て い る。 臼 玉 は、石 材 の 色 調 か ら 二 種 類 に 分 か れ る と み ら れ、そ れ ぞ れ の 石 材 で、

接 合 す る も の が ２ 点 づ つ （No. ２ と ６、 ３ と 11） 存 在 す る。 鉄 製 品 は、 遺 存 度 が 悪 い た め、 角 釘 状 の

も の （No.12・14・17・19） と 比 較 的 薄 い 板 状 の も の （No.13・15・16・18） と に 大 別 さ れ る。 他 に、

埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 の 小 型 甕 （No.20）、 須 恵 器 の 蓋 （No.21） が 出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ７ 世 紀 ご ろ と 推 定 さ れ る。

第 56 号住居跡 ( 第 10 図 )

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 西 端 の 中 央 付 近 の Ｇ － 12 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 東 壁 を 第 60 号 住 居 跡、 西 半

分 を 館 堀 跡、 南 半 分 を 第 61 号 住 居 跡 に よ っ て 切 ら れ て い る た め、 本 住 居 跡 の 全 容 は 不 明 で あ る。 遺

存 状 態 は、 壁 が 北 東 の 隅 と 北 壁 の 一 部 し か 残 っ て お ら ず、 床 面 も 北 東 の 隅 か ら 西 と 南 に 向 か う Ｌ 字 形

の わ ず か な 部 分 が 残 っ て い る の み で あ り、 極 め て 悪 い。

　 平 面 形 は、 遺 存 部 分 が わ ず か な た め 不 明 で あ る が、 北 東 の 隅 と 北 壁 か ら 推 測 す る と、 方 形 か 長 方 形

も し く は そ れ に 近 似 す る 四 角 形 で あ っ た と 考 え ら れ る。 規 模 は、 南 北 方 向 の 最 残 存 長 が 2.475 ｍ、 東

西 方 向 の 最 残 存 長 が 2.42 ｍ で あ る。

住 居 跡 の 主 軸 方 位 は 不 明 で あ る が、 北

壁 が Ｎ － 75.6°－ Ｅ の 東 西 方 向 に 近 い

方 向 を 向 い て い る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜

し て 立 ち 上 が り、 深 さ は 北 壁 で 遺 構 確

認 面 か ら 40cm 確 認 で き る。 床 面 は、

ほ ぼ 平 坦 で あ る が、 南 西 方 向 に や や 傾

斜 し て お り、比 高 差 は １ ～ 11cm と な っ

て い る。 カ マ ド は 検 出 さ な か っ た が、

Ｅ 地 点 の 他 の 住 居 跡 の 傾 向 か ら、 お そ

ら く 東 壁 に 付 設 さ れ て い る も の 考 え ら

れ る。 ピ ッ ト が 北 東 の 隅 で 検 出 さ れ て

い る が、 層 位 的 に 床 下 に 位 置 す る た

め、 柱 穴 で は な い と 考 え ら れ る。 貯 蔵

穴 と 壁 溝 は 検 出 さ れ な か っ た。

　 出 土 遺 物 は、 埋 没 土 中 か ら 土 師 器 の

坏、 甕、 須 恵 器 の 甕、 碗、 蓋、 縄 文 土

器 な ど が 出 土 し て い る が、 本 住 居 跡 に

伴 う と 認 定 で き る 出 土 状 態 の も の は な

く、 小 型 の 破 片 ば か り で あ る た め、 掲

載 を 見 送 っ た。
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第 57 号住居跡 ( 第 11・12・13 図、図版２)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 北 西 隅 の I － 12、J － 12 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 カ マ ド 周 辺 を 除 く 大 半 を 館 堀

に よ っ て 切 ら れ て お り、 遺 構 の 遺 存 状 態 は 極 め て 悪 い。 第 58 号 住 居 跡 を 切 っ て い る。

　 平 面 形 は、 大 半 を 館 堀 に 切 ら れ て 不 明 で あ る が、 遺 存 す る 北 壁 と 東 壁 が ほ ぼ 直 交 す る た め、 方 形 な

い し 長 方 形 で あ っ た と 推 定 さ れ る。規 模 は、南 北 方 向 の 最 残 存 長 が 3.39 ｍ、東 西 方 向 の 最 残 存 長 が 1.05

ｍ で あ る。 主 軸 方 向 は、 Ｎ － 101°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の

深 さ は、20 ～ 26cm で、 床 面 は 西 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の 北 寄 り で 検 出 さ れ た が、 壁 に 対 し て ほ ぼ 直 角 に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘

り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は ほ ぼ 住 居 跡 の 外 に 位 置 し て い る。 北 側 の 袖 が わ ず か に 住 居 跡 の

内 側 に 突 出 し て い る。 煙 道 部 は、 遺 存 し て い な い。 規 模 は、 奥 行 き 71cm、 幅 46cm で あ る。 焚 き 口

の 幅 は、32cm で あ る。 カ マ ド の 主 軸 は Ｎ － 101°－ Ｅ で あ る。 燃 焼 面 は、 床 面 よ り ２cm ほ ど 低 い が、

焚 き 口 近 く が ７cm ほ ど 深 く な っ て い る。

　 ピ ッ ト、 貯 蔵 穴、 壁 溝 は 検 出 さ れ な か っ た。

　 出 土 遺 物 は、 少 な く、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 の 甕 （No. １） が 出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 後 半 と 推 定 さ れ る。

　 第 60 号 住 居 跡、 第 61 号 住 居 跡、 館 堀 跡 に 切 ら れ て い る た め、 こ れ ら の 遺 構 よ り も 古 い 一 方、 床

下 か ら 第 62 号 住 居 跡 の 壁 溝 が 検 出 さ れ た た め、 第 62 号 住 居 跡 よ り も 新 し い と 考 え ら れ る。

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

１ 土師器 ① (22.2) ③ (6.25) ⑤酸化焔 ⑦赤褐色 (Hue5YR 4/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 横位ハケ目様ヘラナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。 ⑪にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4)
甕 ② - ④口～肩 1/8 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ハケ目様ヘラナデのちヘラナデ。

第 3 表　第 57 号住居跡出土遺物観察表
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　　　　第15図　第57Ｂ号住居跡カマド

　　　　第14図　第57Ｂ号住居跡
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第 57 Ｂ号住居跡 ( 第 14・15 図 )

　 本 住 居 跡 は、調 査 区 北 西 隅 の I － 12、J － 12 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 57 号 住 居 跡 の 床 下 に お い て、

ほ ぼ 同 じ 位 置 で 検 出 さ れ た た め、 第 57 号 住 居 跡 の 建 て 替 え 前 の 住 居 跡 と 判 断 し た。 第 57 号 住 居 跡

と 同 様 に、 カ マ ド 周 辺 を 除 く 大 半 を 館 堀 に よ っ て 切 ら れ て お り、 遺 構 の 遺 存 状 態 は 極 め て 悪 い。 第

58 号 住 居 跡 を 切 っ て い る。

　 平 面 形 は、 大 半 を 館 堀 に 切 ら れ て 不 明 で あ る が、 唯 一 遺 存 す る 東 壁 が 外 側 に 弓 な り に 張 る 形 状 を し

て い る た め、ゆ が ん だ 方 形 な い し 長 方 形 で あ っ た と 推 定 さ れ る。 規 模 は、南 北 方 向 の 最 残 存 長 が 2.60

ｍ、 東 西 方 向 の 最 残 存 長 が 81cm で あ る。

主 軸 方 向 は、 カ マ ド の あ る 東 壁 の ゆ が み が

ひ ど い た め 不 明 で あ る が、 カ マ ド 以 南 の 比

較 的 真 っ 直 ぐ な 部 分 を 基 準 と す れ ば、 Ｎ －

88°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 緩 や か に 傾 斜 し て

立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は、15 ～

29cm で、 床 面 は 西 に 向 か っ て 傾 斜 し て い

る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 で 検 出 さ れ た

が、 カ マ ド 以 北 の 東 壁 の 遺 存 度 が 悪 い た

め、 南 北 の ど ち ら に 寄 っ て い る か は 不 明 で

あ る。 壁 を 掘 り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、

燃 焼 部 は ほ ぼ 住 居 跡 の 外 に 位 置 し て い る。

袖、 煙 道 部 は、 遺 存 し て い な い。 規 模 は、

奥 行 き 68cm、 幅 65cm で あ る。 焚 き 口 の

幅 は、49cm で あ る。 カ マ ド の 主 軸 は Ｎ －

65°－ Ｅ で あ る。 燃 焼 面 は、 床 面 と ほ ぼ 同

じ で あ る。 燃 焼 部 の 奥 壁 は、 傾 斜 角 42.5°

で 立 ち 上 が り、 燃 焼 面 の 中 央 に ピ ッ ト 状 の

深 い 穴 が 検 出 さ れ て い る。

　 ピ ッ ト、 貯 蔵 穴、 壁 溝 は 検 出 さ れ な か っ

た。

　 出 土 遺 物 は、 極 め て 少 な い。

　 時 期 は、 第 57 号 住 居 跡 と 同 じ く ９ 世 紀

後 半 と 推 定 さ れ る。
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　　　　第17図　第58号住居跡カマド

　　　　第16図　第58号住居跡
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第58号住居跡土層説明
第１層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。Φ1㎜以下の焼土粒子、
粘土粒子を若干含む。)
第２層：暗褐色土層(第１層に似るが、粘土粒子の量がやや多い。)
第３層：黒褐色土層(しまり、粘性共になし。旧表黒色土層風化土。
壁崩壊土。)

第58号住居跡カマド土層説明
第１層：灰褐色土層(粘土風化土及び粘土ブロックを多く含む。炉天
井崩壊土。)
第２層：赤褐色土層(粘土風化土、焼土ブロックを多く含む。炉天井
崩壊土。)
第３層：暗褐色土層(粘土、焼土、炭化物粒を多く含む。)
第４層：灰褐色土層(焼土、粘土ブロックを非常に多く含む。)
第５層：黒褐色土層(地山の黒色土層風化土。)

第 58 号住居跡 ( 第 16・17・18 図、図版２)

　 本 住 居 跡 は、調 査 区 北 西 隅 の I － 12、J － 12 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 東 隅 で 第 61 号 住 居 跡 を 切 り、

西 側 を 第 57、57 Ｂ 号 住 居 跡 と 館 堀 に 切 ら れ て い る。 南 壁 は 検 出 さ れ な か っ た。

　 平 面 形 は、 遺 存 す る 北 壁 と 東 壁 が ほ ぼ 直 交 す る た め、 方 形 な い し 長 方 形 で あ っ た と 推 定 さ れ る。

規 模 は、 南 北 方 向 の 最 残 存 長 が 2.959 ｍ、 東 西 方 向 の 最 残 存 長 が 2.28 ｍ で あ る。 主 軸 方 向 は、 Ｎ －

73.5°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 わ ず か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は、20 ～ 26cm で、 床 面

は 西 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の 南 寄 り で 検 出 さ

れ た が、 主 軸 が Ｎ － 72°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対

し て ほ ぼ 直 角 に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘 り 込

ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は ほ ぼ 住 居 跡

の 外 に 位 置 し て い る。 袖 は 遺 存 し て い な い。

煙 道 部 は、 明 瞭 な 形 で 遺 存 し て い な い が、 燃

焼 部 の 奥 壁 の 上 半 が 51.5°で 傾 斜 し て い る こ

と か ら、 こ れ が 煙 道 の 一 部 か も し れ な い。 規

模 は、 奥 行 き 82cm、 幅 62cm で あ る。 焚 き

口 の 幅 は、51cm で あ る。 燃 焼 面 は、 床 面 よ

り ５ ～ ７cm ほ ど 低 い。

　 ピ ッ ト、貯 蔵 穴、壁 溝 は 検 出 さ れ な か っ た。

カ マ ド の 正 面 に て、 楕 円 形 の 床 下 土 坑 が 検 出

さ れ て い る。

　 出 土 遺 物 は、 少 な い が、 カ マ ド よ り 土 師 器

の 甕 （No. １）、 埋 没 土 中 よ り 土 師 器 の 平 底

坏 （No. ２）、 須 恵 器 の 高 台 坏 （No. ３） が 出

土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 後 半 と 推 定 さ れ

る。
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第18図　第58号住居跡出土遺物
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第 59 号住居跡 ( 第 19・20・21 図、図版３)

　 本 住 居 跡 は、調 査 区 西 部 の Ｈ － 10、Ｉ － 10 グ リ ッ ド に 位 置 す る。北 側 で、第 ８、９ 号 住 居 跡 と 重 複 し、

そ れ ら を 切 っ て い る。 南 壁 は、地 形 的 に 低 く な っ て い る こ と と、地 山 が 風 化 し た 土 壌 で あ っ た た め に、

検 出 で き な か っ た。 整 理 調 査 中 に、 対 角 線 上 に 位 置 す る 柱 穴 が 確 認 で き た た め、 そ こ か ら、 南 壁 の 位

置 を 復 元 し た。 こ の 南 壁 を 除 け ば、 遺 存 状 態 は、 比 較 的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、 東 西 方 向 が 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。 規 模 は、 東 西 方 向 が 7.0 ｍ、 南 北 方 向 が 5.76 ｍ で あ

る。 主 軸 方 位 は Ｎ － 68°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は、33

～ 54cm で、 床 面 は 南 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の 南 寄 り で 検 出 さ れ た が、 主 軸 が Ｎ － 62.5°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対 し て や や

北 向 き に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘 り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は 壁 に ま た が る 位 置 に あ る。 袖

は ご く わ ず か に 住 居 内 に 出 っ 張 っ て い る も の の、 壁 と ほ と ん ど 変 わ り が な い。 カ マ ド の 規 模 は、 全 長

1.68 ｍ、 最 大 幅 89cm を 測 る。 燃 焼 部 は、 奥 行 き 1.1 ｍ、 最 大 幅 88cm の ひ ょ う た ん 形 を 呈 し て い る。

焚 き 口 の 幅 は 68cm で、 焚 き 口 付 近 に は、 床 面 よ り も 21cm 低 い、 直 径 40cm ほ ど の 円 形 の ピ ッ ト が

存 在 す る。 燃 焼 面 は 床 面 か ら 深 い と こ ろ で 10 ～ 13cm の 深 さ で あ る が、 奥 壁 付 近 で は、 む し ろ 床 面

よ り も ４cm ほ ど 高 く、 奥 壁 の 高 さ は 21cm で あ る。 煙 道 部 は、 幅 23cm、 長 さ 16cm で、 燃 焼 部 の 奥

壁 の 上 半 か ら、 傾 斜 角 30.5°で 上 り、 二 個 体 の 土 師 器 の 甕 が 連 結 さ れ て 設 置 さ れ て い た。

　 柱 穴 は、直 径 20 ～ 25cm の 円 形 の ピ ッ ト が、対 角 線 上 に 四 基 検 出 さ れ た。 貯 蔵 穴 は、検 出 さ れ な か っ

た。 壁 溝 は、 北 壁 か ら 西 壁 に か け て 検 出 さ れ た。

　 出 土 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り 大 量 に 出 土 し て い る。 カ マ ド か ら は、 燃 焼 部 の 埋 没 土 中 よ り 土 師 器 の 甕

（No. １ ・ ４）、 小 型 甕 （No. ５） が、 煙 道 の 構 築 部 材 と し て 使 用 さ れ た 土 師 器 の 甕 （No. ２ ・ ３） が 出

土 し て い る。 住 居 跡 の 北 東 隅 の 東 壁 付 近 か ら、 土 製 紡 錘 車 （No.11） が 出 土 し て い る。 他 に 住 居 埋 没

土 中 よ り、土 師 器 の 平 底 坏 （No. ６・７・８）、須 恵 器 の 平 底 坏 （No． ９）、蓋 （No.10） が 出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 前 半 と 推 定 さ れ る。

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

１ 土師器 ① 18.0 ③ (7.3) ⑤酸化焔 ⑦にぶい赤褐色 (Hue2.5YR 4/4) ⑨頸 : ハケ目状ヘラナデのちヨコナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。 ⑪にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4)
甕 ② - ④頸～肩 1/4 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑩頸 : ヨコナデ。肩 : 風化はげしく調整不明 ( ヘラナデか )。

２ 土師器 ① 12.4 ③ (4.0) ⑤酸化焔 ⑦にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/3) ⑨口 : 回転指押さえナデ。胴 : 指押さえ。底 : ヘラケズリ。 ⑪色調不明
坏 ② 10.0 ④口～底 1/3 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/3) ⑩口～胴 : 指押さえのちヨコナデ。

３ 須恵器 ① 12.8 ③ 4.5 ⑤還元焔 ⑦黄灰色 (Hue2.5Y 5/1) ⑨口～胴 : ロクロナデ。底 : 回転糸切り ( 右 )。 ⑪黄灰色 (Hue2.5Y 6/1)
碗 ② 8.0 ④口～台 1/2 ⑥ロクロ ⑧黄灰色 (Hue2.5Y 6/1) ⑩口～胴 : ロクロナデ。底 : 回転ヘラナデ。 貼り付け高台。

第 4 表　第 58 号住居跡出土遺物観察表
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第19図　第59号住居跡
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第59号住居跡土層説明
第１層：褐色土層(しまり、粘性共になし。ローム粒子を多く含む。)
第２層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。赤色、ローム粒子を若干含む。)
第３層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。白色テフラを若干含む。)
第４層：暗褐色土層(赤色、白色粒子を若干含む。しまりはあるが、粘性を欠く。)
第５層：暗褐色土層(赤色、白色粒子を比較的多く含む。しまりはあるが、粘性を欠く。)
第６層：灰褐色土層(しまり、粘性共になし。白色粘土を多量に含む。)
第７層：暗褐色土層(しまりはあるが、粘性を欠く。ロームブロックを比較的多く含む。)
第８層：褐色土層(しまりはあるが、粘性を欠く。赤色、白色、粘土、炭化粒子を多く含む。)
第９層：明灰褐色土層(壁の崩壊土である。白色粘土粒子を多く含む。)
第10層：黒色土層(しまり、粘性が共に強い。（ハリ床の一部と思われる）)
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第20図　第59号住居跡カマド
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第11層：黒褐色土層(ロームブロックを多く含む。)
第12層：暗灰褐色土層(ローム、粘土ブロック、焼土ブロック等を多く含み、硬質である。)
第13層：暗褐色土層(しまり、粘性が共になし。ローム粒、炭化粒を比較的多く含む。)
第14層：暗褐色土層(しまり、粘性を欠く。ローム風化土を多く含む。)
第15層：暗灰褐色土層(粘土粒、焼土粒を多く含む。)
第16層：灰褐色土層(砂利を非常に多く含む。)
第17層：黒褐色土層(焼土粒を比較的多く含む。)
第18層：黒褐色土層(ロームブロックを多く含む。)
第19層：暗褐色土層(ロームブロック、焼土ブロックを比較的多く含む。)

第59号住居跡カマド土層説明
第１層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。Φ
3㎝位の礫を若干含む。)
第２層：赤色褐色土層(ローム、小礫、　焼土
を多く含む（カマド天井崩壊　土）)
第３層：赤褐色土層(焼土を非常に多く含む。
（カマド天井崩落土）)
第４層：赤褐色土層(非常に良くしまっている。
カマド天井焼面崩落土。)
第５層：暗灰褐色土層(小礫を多く含む。灰色
粘土風化土層。)
第６層：暗灰褐色土層(第５層に似るが、小礫
を含まない。焼土粒を多く含む。カマド壁崩壊
土。)
第７層：暗灰褐色土層(焼土、炭化物を多く含
む。)
第８層：暗灰褐色土層(第７層によく似る。更
に焼土、炭化物が多くなる。)
第９層：暗赤褐色土層(しまり、粘性なし。壁の
灰色粘土、焼土を多く含む。)
第10層：暗赤褐色土層(焼土、炭化物を多く含
む。)
第11層：暗褐色土層(粘土粒、焼土粒を多く含
む。)
第12層：黒色土層(炭化物を非常に多く含む。
粘質土。)
第13層：暗褐色土層(炭化物、焼土粒子を多く
含む。)
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第21図　第59号住居跡出土遺物
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No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

1 土師器 ① 19.8 ③ (7.8) ⑤酸化焔 ⑦明黄褐色 (Hue10YR 7/6) ⑨口～頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)
甕 ② (7.8) ④口～肩 1/4 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ヘラナデ。

2 土師器 ① 17.2 ③ (8.05) ⑤酸化焔 ⑦明黄褐色 (Hue10YR 7/6) ⑨口 : ヘラナデのちヨコナデ。頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)
甕 ② - ④口～肩 1/3 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ヘラナデ。

3 土師器 ① 21.4 ③ (15.85) ⑤酸化焔 ⑦明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑨口～頸 : 指押さえのちヨコナデ。頸～肩 : 横位ヘラケズリ。胴 : 斜位ヘラケズリ。⑪明赤褐色 (Hue5YR 5/6)
甕 ② - ④口～胴 1/2 ⑥輪積 ⑧明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑩口 : ヨコナデ。肩 : ヘラナデ。胴 : 指押さえ。

4 土師器 ① 21.2 ③ (23.4) ⑤酸化焔 ⑦明褐色 (Hue7.5YR 5/6) ⑨口 : 指押さえのちヨコナデ。頸 : つよい指押さえのちヨコナデ。肩 : 横位ヘラ
ケズリ。胴 : 横・斜・縦位ヘラケズリ。

⑪明赤褐色 (Hue5YR 5/6)

甕 ② - ④口～胴 1/4 ⑥輪積 ⑧明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ヘラナデ。胴 : ヨコナデ。
5 土師器 ① 13.4 ③ (11.4) ⑤酸化焔 ⑦明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑨口～頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩～胴 : 横・斜位ヘラケズリ。腰 : 斜・縦位

ヘラケズリ。
⑪にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4)

台付甕 ② - ④口～腰 1/3 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑩口～腰 : ヨコナデ。
6 土師器 ① 12.0 ③ 3.05 ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑨口 : ヨコナデ。胴 : 弱い指押さえ。底 : ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)

坏 ② 9.8 ④口～底 1/3 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口 : ヨコナデ。胴 : 指押さえのちヨコナデ。底 : 指押さえのちナデ。
7 土師器 ① 12.25 ③ 3.95 ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue7.5YR 7/6) ⑨口 : ヨコナデ。胴 : 磨滅著しく調整不明。底 : ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)

坏 ② 8.4 ④口～底 4/5 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口 : ヨコナデ。胴～底 : 磨滅著しく調整不明。
8 土師器 ① 11.8 ③ 3.3 ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue5YR 7/6) ⑨口 : ヨコナデ。胴～底 : ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue5YR 6/6)

坏 ② 11.7 ④口～底 1/1 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue5YR 6/6) ⑩口 : ヨコナデ。胴～底 : ハケ目。
9 須恵器 ① 12.4 ③ 3.6 ⑤還元焔 ⑦黄灰色 (Hue2.5Y 6/1) ⑨口～胴 : 水挽き状ロクロナデ。目痕。ハケ目。底 : 回転糸切り ( 右 )。 ⑪黄灰色 (Hue2.5Y 6/1)

坏 ② 7.2 ④口～底 4/5 ⑥ロクロ ⑧黄灰色 (Hue2.5Y 6/1) ⑩口～底 : 水挽き状ロクロナデ。 高台欠。カマド№ 2。
10 須恵器 ①天 6.8 ③ (3.5) ⑤還元焔 ⑦黄灰色 (Hue2.5Y 6/1) ⑨天 : 回転糸切り ( 右 )。体 : ロクロナデ。回転ヘラケズリ。基 : 横位ヘラナデ。

ロクロナデ。指押さえ。
⑪色調不明

蓋 ②基 17.0 ④天～基 2/3 ⑥ロクロ ⑧黄灰色 (Hue2.5Y 6/1) ⑩体 : 水挽き状ロクロナデ。基 : ナデ ( 指 )。 僅かに摘みの立ち上がりあり。
11 土製品 ①上 4.35 

　下 2.65
③ 2.4 ⑤酸化焔 ⑦灰黄褐色 (Hue10YR 4/2) ⑨側 : 横・斜位ヘラケズリ。上 : ナデ。下 : ナデ。 ⑪にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4)

紡錘車 ②孔上 0.7 
　　下 1.1

④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩上・下面とも孔の縁がもり上がる。両面穿孔による引き抜き痕か。 明瞭な使用痕なし。

第 5 表　第 59 号住居跡出土遺物観察表
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　　　　　　　　　　　第22図　第60号住居跡
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第60号住居跡土層説明
第１層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。ローム粒
子を少し含む。)
第２層：黄褐色土層(しまりが強い。ハードロームで固
めてある。)
第３層：褐色土層(基盤であるロームと粘土層の風化
土。)
第４層：灰褐色土層(灰色粘土風化土と焼土粒、炭化
粒子を多く含む。)
第５層：明褐色土層(しまり、粘性若干ある。赤色粒子、
炭化粒子を若干含む。)
第６層：暗褐色土層(しまり、粘性若干ある。黄色粒子、
赤色粒子、炭化粒子とロームブロックを若干含む。)
第７層：暗灰褐色土層（粘土を多く含む。硬質である。
貼り床。）
第８層：暗褐色土層（焼土粒子を多く含む。）
第９層：暗褐色土層（ロームブロックを多く含む。）
第10層：暗褐色土層（粘土ブロックを多く含む。)
第11層：暗褐色土層（ロームブロック、焼土粒子を多
く含む。）
第12層：暗灰褐色土層(粘土ブロックを多く含む。硬
質である。)
第13層：暗褐色土層（粘土ブロック、粒子を多く含む。
貼り床。）
第14層：暗褐色土層（ローム、粘土粒子を多く含む。）
第15層：暗褐色土層(しまり、粘性共になし。焼土、炭
化粒子を多く含む。)
第16層：暗黄褐色土層(ローム風化土、焼土粒子を多
く含む。)

第 60 号住居跡 ( 第 22・23・24・25 図、図版４)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 西 部 の Ｇ － 11、 Ｈ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 西 部 を 第 61 号 住 居 跡 に、 南

部 を 第 59 号 住 居 跡 に 切 ら れ て い る。 第 59・61 号 住 居 跡 に 切 ら れ て い る 部 分 を 除 け ば、 遺 存 状 態 は、

比 較 的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、東 西 方 向 が 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。規 模 は、東 西 方 向 が 7.23 ｍ、南 北 方 向 が 5.12 ｍ で あ る。



第24図　第60号住居跡カマド第23図　第60号住居跡掘り方
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第60号住居跡カマド土層説明
第１層：暗灰褐色土層(しまりを欠くが、粘性はあ
る。灰色粘土風化土。)
第２層：暗灰褐色土層(第１層に似るが、１層よ
りしまっており、灰色粘土風化土（若干の焼土を
含む）を非常に多く含む。カマド天井崩壊土。)
第３層：赤灰褐色土層(非常に多くの焼土粒、ブ
ロックを含む。)
第４層：暗赤灰褐色土層(炭化粒、焼土粒を多く
含む。)
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主 軸 方 位 は Ｎ － 75.5°－ Ｅ で あ る。 壁 は、ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、確 認 面 か ら の 深 さ は、10 ～ 40cm で、

床 面 は 南 に 向 か っ て 傾 斜 し て い る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の ほ ぼ 中 央 で 検 出 さ れ た が、 主 軸 が Ｎ － 76°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対 し て ほ ぼ

直 角 に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘 り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は 壁 に ま た が る 位 置 に あ る。 袖

が 短 く 住 居 内 に 出 っ 張 っ て い る。 煙 道 部 は、 遺 存 し て お ら ず、 燃 焼 部 の み の 遺 存 で あ る。 燃 焼 部 は、

奥 行 き 87cm、 最 大 幅 68cm、 焚 き 口 の 幅 58cm の 楕 円 形 を 呈 し て い る。 燃 焼 面 は、 床 面 よ り ３ ～ ７cm

ほ ど 低 い。 焚 き 口 付 近 の ピ ッ ト 状 の 小 穴 は 検 出 さ れ な か っ た。

　 柱 穴 は、直 径 30cm の 円 形 の ピ ッ ト が、対 角 線 上 に ２ 基 検 出 さ れ た。 貯 蔵 穴 は、検 出 さ れ な か っ た。

壁 溝 は、 北 東 隅 か ら 西 壁 に か け て 検 出 さ れ た。

　 掘 り 方 に お い て、 入 れ 子 状 に 重 な る ２ 条 の 壁 溝 と、 本 住 居 跡 と は 位 置 が 異 な る 壁 溝 が １ 条 検 出 さ れ
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第25図　第60号住居跡出土遺物
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た。 前 者 は、 本 住 居 跡 の 範 囲 内 に 収 ま る こ と か ら 本 住 居 跡 の 建 て 替 え 前 の 古 い 住 居 跡 と 判 断 し た。 カ

マ ド と 推 定 さ れ る 穴 の 切 り 合 い 関 係 か ら、本 住 居 跡 は、最 も 小 さ い 範 囲 の も の が 最 も 古 く、二 度 に 渡 っ

て 拡 張 さ れ た も の と 判 断 さ れ た。 後 者 は、 本 住 居 跡 の 範 囲 外 に 壁 溝 が め ぐ る こ と か ら、 別 の 住 居 と 判

断 し、 第 62 号 住 居 跡 と し た。

　 出 土 遺 物 は、埋 没 土 中 よ り 大 量 に 出 土 し て い る。 住 居 埋 没 土 中 よ り、土 師 器 の 甕 （No. １）、鉢 （No.

２）、 丸 底 坏 （No. ３ ・ ４） が 出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ８ 世 紀 後 半 ご ろ と 推 定 さ れ る。

第 61 号住居跡 ( 第 26・27・28 図、図版５)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 西 部 の Ｈ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 東 部 を 第 59 号 住 居 跡 に、 南 西 隅 を 第

58 号 住 居 跡 に、北 西 隅 を 館 堀 跡 に 切 ら れ て い る。 東 部 で 第 ８ 号 住 居 と、北 西 隅 で 第 ３ 号 住 居 と 重 複 し、

そ れ ら を 切 っ て い る。 第 59 号 住 居 跡 に 切 ら れ て い る 部 分 を 除 け ば、遺 存 状 態 は、比 較 的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、 規 模 が 東 西 方 向 6.33 ｍ、 南 北 方 向 6.35 ｍ で、 南 北 方 向 が 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。 主

軸 方 位 は Ｎ － 70.5°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は、 最 大 で

80cm で あ る。 床 面 は 比 較 的 平 坦 で、中 央 の 広 い 範 囲 で 粘 土 質 の 非 常 に 硬 化 し た 貼 り 床 が 認 め ら れ た。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の ほ ぼ 中 央 で 検 出 さ れ た が、 主 軸 が Ｎ － 73°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対 し て ほ ぼ

直 角 に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘 り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は 壁 に ま た が る 位 置 に あ る。 袖 が

短 く 住 居 内 に 出 っ 張 っ て い る。 煙 道 部 は、 燃 焼 部 と の 境 界 が 明 瞭 で な く、 燃 焼 部 の 奥 壁 が 傾 斜 角 20°

で 上 り、 煙 道 部 の 奥 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が る。 燃 焼 部 は、 奥 行 き 1.08 ｍ、 最 大 幅 56cm の 楕 円 形 を

呈 し て い る。 焚 き 口 の 幅 は 40cm で、 焚 き 口 付 近 に は、 床 面 よ り も 21cm 低 い、 直 径 40cm ほ ど の 円

形 の ピ ッ ト が 存 在 す る。 燃 焼 面 は、 床 面 よ り ９cm ほ ど 低 い。

　 柱 穴 は、直 径 20cm の 楕 円 形 の ピ ッ ト が、対 角 線 上 に ３ 基 検 出 さ れ た。 貯 蔵 穴 は、検 出 さ れ な か っ た。

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

1 土師器 ① 25.2 ③ (9.7) ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 横位ヘラナデ。肩 : 横・斜位ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 5/4)
甕 ② - ④口～肩 1/4 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口 : つよいヨコナデ。頸 : 指押さえのちナデ。肩 : 横位ヘラナデ。

2 土師器 ① 11.65 ③ 10.75 ⑤酸化焔 ⑦明赤褐色 (Hue5YR 5/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 横位ハケ目。肩 : 縦位ヘラケズリ。胴 : 横位ヘラケズリ。
腰～底 : 磨滅著しく調整不明。

⑪明赤褐色 (Hue5YR 5/8)

鉢 ② 6.0 ④口～底 2/3 ⑥輪積 ⑧明赤褐色 (Hue5YR 5/8) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩～胴 : 横位ハケ目。腰 : 磨滅著しく調整不明。底 : 指押
さえのち磨滅著しく調整不明。

3 土師器 ① 13.0 ③ 3.3 ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue5YR 7/8) ⑨口 : つよいヨコナデ ( 指 )。胴 : 指押さえのちナデ。底 : ヘラケズリのちナデ。 ⑪橙色 (Hue5YR 7/8)
坏 ② 13.6 ④口～底 1/2 ⑥ - ⑧橙色 (Hue5YR 7/8) ⑩口 : つよいヨコナデ。胴 : 指押さえのちヨコナデ。底 : 指押さえのちナデ。

4 土師器 ① 12.9 ③ 4.5 ⑤酸化焔 ⑦橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑨口 : ヨコナデ。胴～底 : ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)
坏 ② 13.8 ④口～底 1/2 ⑥ - ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口 : ヨコナデ。胴 : 横位ハケ目。底 : 指押さえナデ。

第 6 表　第 60 号住居跡出土遺物観察表
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　　　　　　　　　第26図　第61号住居跡
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第61号住居跡土層説明
第１層：黒褐色土層(しまり、粘性共にな
し。旧表黒色土風化土。)
第２層：黒褐色土層(第１層に似るが、
ローム質暗黄褐色土を斑状に多く含む。)
第３層：暗褐色土層(しまり、粘性共にな
し。Φ5～10㎜のローム粒を多く含む。)
第４層：暗褐色土層(しまり、粘性共に
なし。Φ0.5～2㎜の焼土粒子と粘土粒子
を若干含む。)
第５層：暗褐色土層(しまり、粘性共にな
し。Φ1～3㎜のローム粒子、焼土粒子を
若干含む。)
第６層：暗褐色土層(第５層に似るが各
々の粒子の含有量が多い。)
第７層：黒褐色土層(炭化物、焼土粒子を
非常に多く含む。)
第８層：黒褐色土層(炭化木材の風化土
と思われる。炭化物塊を非常に多く含む。)
第９層：黒褐色土層(炭化粒、焼土粒子、
壁の風化との粘土粒子を比較的多く含
む。)
第10層：暗灰褐色土層(壁の崩壊土層（
灰色粘土）。)
第11層：黒褐色土層(壁の崩壊土層（旧
表黒色土）。)
第12層：暗褐色土層(ロームブロックを
非常に多く含む。)
第13層：暗褐色土層(床。ロームブロック、
粘土ブロックを多く含み、非常に硬質で
ある。)
第14層：暗灰褐色土層(粘土粒子を多く
含む。)
第15層：暗褐色土層(ロームブロックを
多く含む。)
第16層：暗褐色土層(ローム粒子を多く
含む。)

壁 溝 は、 北 東 隅 か ら 西 壁 に か け て 検 出 さ れ た。

　 床 面 に お い て、 炭 化 し た 木 材 が 放 射 状 に 出 土 し て お り、 い わ ゆ る 焼 失 住 居 で あ る。 出 土 遺 物 は、 埋

没 土 中 よ り 大 量 に 出 土 し て い る。 住 居 埋 没 土 中 よ り、土 師 器 の 甕 （No. １ ～ ３）、平 底 坏 （No. ４ ～ ６）、

須 恵 器 の 高 台 坏 （No. ７）、 平 底 坏 （No. ８ ～ 10）、 臼 玉 （No.11） が 出 土 し て い る。No. ６ と ８ は、 底

部 に 記 号 の よ う な 墨 書 が 書 か れ て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 前 半 ご ろ と 推 定 さ れ る。



　　　第27図　第61号住居跡カマド
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第61号住居跡カマド土層説明
第１層：暗褐色土層(非常によくしまっている。白色粒子を若干含む。)
第２層：暗褐色土層(非常によくしまっている。白色、炭化、焼土粒子を
やや多く含む。)
第３層：暗褐色土層(良くしまっている。焼土粒子を若干含む。)
第４層：赤褐色土層(炭化粒、焼土ブロックを多く含む。)
第５層：暗褐色土層(第３層に似るが焼土粒子が多い。)
第６層：赤褐色土層(焼土ブロック、炭化、焼土粒を非常に多く含む。)
第７層：暗褐色土層(炭化粒、粒子を非常に多く含む。)
第８層：暗褐色土層(炭化粒、焼土粒を若干含む。)
第９層：赤褐色土層(焼土ブロックを多く含む。)
第10層：黄褐色土層(壁のローム崩壊土。)

第28図　第61号住居跡出土遺物
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　　　　　　　　　第29図　第62号住居跡掘り方
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第 62 号住居跡 ( 第 29 図、図版４)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 西 部 の Ｈ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 掘 り 方 の み の 遺 存 で、 遺 存 度 は す こ ぶ る

悪 い。 第 60 号 住 居 跡 の 最 古 の 壁 溝 に 切 ら れ、 第 56 号 住 居 跡 の 床 下 に 位 置 す る。 主 軸 は、 Ｎ － 63°－

Ｅ で あ る。 規 模 は、 東 西 方

向 が 5.32 ｍ、 南 北 方 向 の

残 存 長 が 4.6 ｍ で あ る。 カ

マ ド と 推 定 さ れ る 掘 り 込 み

が 東 辺 の 残 存 す る 南 端 で 検

出 さ れ た こ と か ら、 平 面 形

は、 南 北 方 向 に 長 い 隅 丸 長

方 形 で あ る と 推 定 さ れ る。

　 出 土 遺 物 は、 第 60 号 住

居 跡 お よ び 第 56 号 住 居 跡

と の 分 別 が で き な か っ た た

め、 不 明 で あ る。

　 時 期 は、 不 明 で あ る。

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

１ 土師器 ① 20.15 ③ 26.15 ⑤酸化焔 ⑦明黄褐色 (Hue2.5Y 7/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 指押さえのち横位ヘラナデ。肩 : ヘラケズリのち指押さえ
のちヘラナデ。胴～腰 : 縦位のち斜位ヘラケズリ。底 : ヘラケズリ。

⑪色調不明

甕 ② 4.8 ④口～底 4/5 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 7/6) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 縦位指押さえナデ。胴～腰 : 横位ヘラナデ。
2 土師器 ① 19.0 ③ (6.9) ⑤酸化焔 ⑦赤褐色 (Hue5YR 4/6) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 指押さえのち横位ヘラナデ。肩 : 横位ヘラケズリ。 ⑪赤褐色 (Hue5YR 4/6)

甕 ② - ④口～頸 1/2 ⑥輪積 ⑧赤褐色 (Hue5YR 4/6) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 指押さえのち横位ヘラナデ。
3 土師器 ① 22.6 ③ (7.0) ⑤酸化焔 ⑦にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 指押さえのちヨコナデ。肩 : 横位ヘラケズリ。 ⑪にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4)

甕 ② - ④口～肩 1/2 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑩口～頸 : ヨコナデ。肩 : 横位ヘラナデ。
4 土師器 ① 12.5 ③ 3.2 ⑤酸化焔 ⑦にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑨口 : ヨコナデ。胴 : 指押さえのちヘラケズリのちナデ。底 : ヘラケズリ。 ⑪にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4)

坏 ② 12.2 ④口～底 3/4 ⑥輪積 ⑧にぶい赤褐色 (Hue5YR 5/4) ⑩口 : 指押さえのちヨコナデ。胴 : 指押さえ。
5 土師器 ① 13.3 ③ 4.2 ⑤酸化焔 ⑦明褐色 (Hue7.5YR 5/6) ⑨口 : ヨコナデ。胴～底 : ヘラケズリ。 ⑪橙色 (Hue7.5YR 6/6)

坏 ② 7.8 ④口～底 4/5 ⑥輪積 ⑧橙色 (Hue7.5YR 6/6) ⑩口 : ヨコナデ。胴 : 指押さえのちヨコナデ。底 : 指押さえ。
6 土師器 ① 12.45 ③ 4.1 ⑤酸化焔 ⑦にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4) ⑨口 : 回転指押さえナデ。胴 : 指押さえのちナデ。底 : ヘラケズリ。 ⑪にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4)

坏 ② 9.8 ④口～底 1/1 ⑥輪積 ⑧にぶい褐色 (Hue7.5YR 5/4) ⑩口 : つよいヨコナデ。胴 : 指押さえのちつよいナデ。底 : 指押さえ。 外面底部に墨書。部分的に磨滅の
ため、記号か文字か不明。

7 須恵器 ① 18.3 ③ 4.95 ⑤還元焔 ⑦暗灰色 (HueN 3/) ⑨口 : ややつよいロクロナデ。胴 : ロクロナデ。底 : ナデ。 ⑪赤灰色 (Hue5R 5/1)
坏 ② 13.1 ④口～台 1/4 ⑥ロクロ ⑧灰色 (HueN 5/) ⑩口 : ややつよいロクロナデ。胴 : ロクロナデ。底 : 回転ナデ ( 指 )。 自然釉。

8 須恵器 ① - ③ (3.7) ⑤還元焔 ⑦灰白色 (Hue2.5Y 8/1) ⑨胴 : ロクロナデ。底 : 回転糸切りのちヘラ削り。 ⑪灰白色 (Hue2.5Y 8/2)
坏 ② 7.4 ④胴～底 2/3 ⑥ロクロ ⑧灰白色 (Hue5Y 8/2) ⑩胴 : ロクロナデ。底 : 水挽き状ロクロナデ。 外面底部に墨書。部分的に磨滅の

ため、記号か文字か不明。
9 須恵器 ① 12.85 ③ 3.6 ⑤還元焔 ⑦灰色 (HueN 5/) ⑨口 : つよいロクロナデ。胴 : ロクロナデ。底 : 回転糸切り ( 右 ) のち縁を回転

ヘラケズリ。
⑪灰色 (HueN 5/)

坏 ② 7.0 ④口～底 3/4 ⑥ロクロ ⑧灰色 (HueN 5/) ⑩口～底 : ロクロナデ。
10 須恵器 ① 12.7 ③ 4.0 ⑤還元焔 ⑦灰色 (HueN 5/) ⑨口 : つよいロクロナデ。胴 : ロクロナデ。底 : 回転糸切り ( 右 ) のち縁を回転

ヘラケズリ。
⑪色調不明

坏 ② 7.1 ④口～底 9/10 ⑥ロクロ ⑧灰色 (HueN 5/) ⑩口 : ナデ。胴 : つよいロクロナデ。
11 滑石製品 ① 1.2 ③ 0.8 ⑤ - ⑦緑灰色 (Hue5G 5/1) ⑨上下 : 切断のち磨き。側 : 研磨。 ⑪ -

臼玉 ②孔 0.4 ④ 1/1 ⑥ - ⑧ - ⑩ -

第 7 表　第 61 号住居跡出土遺物観察表
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第63号住居跡土層説明
第１層：暗褐色土層（しまっているが粘性を欠く。白色パミスを若干含む。）
第２層：暗褐色土層（第１層に似るが、ロームブロックを若干含む。）
第３層：暗褐色土層（しまり、粘性共に有る。粘土ブロックをやや多く含む。）
第４層：暗褐色土層（しまり、粘性共に欠く。Φ1㎜以下の黄色粒子を含む。）
第５層：暗褐色土層（しまり、粘性共に欠く。赤色粒子を若干含む。）
第６層：明灰色粘土層（しまり、粘性共に有る。漆喰？）

第63号住居跡カマド土層説明
第１層：赤褐色土層（粘土の焼けた部分であり、カマドの天井
部分と思われる。）
第２層：暗赤褐色土層（焼土ブロック、焼土粒、炭化物粒を多
量に含む。しまり、粘性共にない。）
第３層：暗赤褐色土層（組成は２層に類似するが、焼土の含
有量がより少ない。）
第４層：黒褐色土層（炭化物粒、灰分を多量に、焼土粒を均一
に含む。しまり、粘性共にない。）
第５層：明黒褐色土層（焼土粒、炭化物粒を少量含む。しまり
はあるが、粘性ははい。）
第６層：黒褐色土層（焼土粒、焼土ブロック、炭化物粒を多量
に含む。しまりはあるが、粘性はない。）
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第 63 号住居跡 ( 第 30・31・32 図、図版５、６)

　 本 住 居 跡 は、 調 査 区 南 西 部 の Ｊ － 11、 Ｋ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 部 は 調 査 区 外 の た め、 未 調

査 で あ る。東 壁 の カ マ ド 以 南 を 撹 乱 に 切 ら れ て い る。南 半 分 を 除 け ば、遺 存 状 態 は、比 較 的 良 好 で あ る。

　 平 面 形 は、 規 模 が 東 西 方 向 3.38 ｍ、 南 北 方 向 3.32 ｍ で あ る が、 南 壁 が 検 出 さ れ て い な い こ と を 考

慮 す れ ば、 南 北 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 で あ る。 主 軸 方 位 は Ｎ － 71.5°－ Ｅ で あ る。 壁 は、 ほ ぼ 垂 直 に

立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は、 ６ ～ ８cm で あ る。 床 面 は 比 較 的 平 坦 で あ る。

　 カ マ ド は、 住 居 跡 の 東 壁 の ほ ぼ 中 央 で 検 出 さ れ た が、 主 軸 が Ｎ － 70°－ Ｅ で あ り、 壁 に 対 し て ほ ぼ

直 角 に 構 築 さ れ て い る。 壁 を 掘 り 込 ん で 構 築 さ れ た も の で、 燃 焼 部 は 壁 に ま た が る 位 置 に あ る。 袖 は

ご く わ ず か に 住 居 内 に 出 っ 張 っ て い る も の の、 壁 と ほ と ん ど 変 わ り が な い。 煙 道 部 は、 明 瞭 な 形 で 遺

存 し て い な い が、 燃 焼 部 の 奥 に 比 高 差 ５cm の 段 差 が あ り、 こ れ が 煙 道 の 一 部 か も し れ な い。 燃 焼 部

は、 奥 行 き 77cm、 幅 61cm の 楕 円 形 を 呈 し て い る。 焚 き 口 の 幅 は、58cm で あ る。 燃 焼 面 は、 床 面 よ

り 11 ～ 13m ほ ど 低 い。 焚 き 口 付 近 の ピ ッ ト 状 の 小 穴 は 検 出 さ れ な か っ た。 柱 穴、 貯 蔵 穴、 壁 溝 は 検
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出 さ れ な か っ た。

　 出 土 遺 物 は、 出 土 遺 物 は、 少 な く、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 の 小 型 甕 （No. １）、 平 底 坏 （No. ２） が

出 土 し て い る。

　 時 期 は、 遺 物 か ら ９ 世 紀 前 半 と 推 定 さ れ る。

第２節　掘立柱建物跡

　 Ｅ 地 点 で は ４ 棟 を 掘 立 柱 建 物 跡 と 認 定 し た。 こ の う ち、 調 査 時 に お い て 確 認 さ れ た の は 第 １ 号 掘 立

柱 建 物 跡 で あ る が、整 理 調 査 中 の 検 討 に よ り、一 部 の 柱 穴 を 共 有 す る ３ 棟 に 分 か れ る こ と が 判 明 し た。

ま た、 第 ２ 号 掘 立 柱 建 物 跡 は、 整 理 調 査 中 の 検 討 に よ っ て 新 た に 認 定 し た も の で あ る。 調 査 区 域 内 で

は 他 に も 柱 穴 状 の ピ ッ ト が 多 数 検 出 さ れ て お り、 中 で も 東 部 の ピ ッ ト 群 は、 掘 立 柱 建 物 跡 を 構 成 し て

い る と 思 わ れ る が、 １ 間 の 距 離 に 規 格 性 が 認 め ら れ な か っ た た め、 掘 立 柱 建 物 跡 と 認 定 す る に 至 ら な

か っ た。 こ こ で は 第 １ 号 ～ 第 ２ 号 掘 立 柱 建 物 跡 の ４ 棟 に つ い て 説 明 す る。

Ｅ地点第１号掘立柱建物跡（第 33・34・35 図、図版 6）

　 本 建 物 跡 は、 調 査 区 北 西 隅 の Ｅ － 11、 Ｆ － 11 グ リ ッ ド に 位 置 す る。 ３ 棟 か ら 成 る が、 一 部 の 柱 穴

を 共 有 し て い る こ と か ら、 一 つ の 掘 立 柱 建 物 の 建 て 替 え と 判 断 し た。 新 し い も の か ら そ れ ぞ れ、 第 １

Ａ 号、第 １ Ｂ 号、第 １ Ｃ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と し た。 第 55 号 住 居 跡 の Ｓ Ｐ． Ａ － Ａ ’ に て Ｐ ４、Ｐ 10 が、

Ｓ Ｐ． Ｂ － Ｂ ’ に て Ｐ ７ が 第 55 号 住 居 跡 に 切 ら れ て い る ( 第 ７ 図 )。 第 55 号 住 居 跡 と 同 様 に、 重 機

に よ る 撹 乱 に よ っ て 切 ら れ た Ｐ ６、 Ｐ 14 を 除 き、 遺 構 の 遺 存 状 態 は 比 較 的 良 好 で あ る。

　第１Ａ号掘立柱建物跡　 北 西 の 隅 と 北 辺 中 央 の 柱 穴 が 調 査 区 外 に は ず れ る が、 東 西 方 向 ２ 間、 南 北

方 向 ２ 間 で、 中 央 に 柱 穴 を 有 す る 総 柱 建 物 で あ る と 考 え ら れ る。 規 模 は、 東 西 方 向 が 4.80 ｍ、 南 北

方 向 が 5.10 ｍ で、 １ 間 の 長 さ も、 東 西 方 向 が 2.40 ｍ、 南 北 方 向 が 2.55 ｍ と 南 北 方 向 が わ ず か に 長 い

も の の、ほ ぼ 方 形 に 近 い。 主 軸 （東 西 軸） 方 位 は、Ｎ － 79°－ Ｅ を と る。 柱 穴 は、ほ ぼ 直 線 上 に 並 び、

平 面 形 が 直 径 60㎝ ～ 70cm の 円 形 ～ 楕 円 形 を 呈 し、確 認 面 か ら の 深 さ も 概 ね 16 ～ 34cm の 間 に 収 ま る。

第 １ Ｂ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と Ｐ ３、 Ｐ ７ を 共 有 す る。 出 土 遺 物 が な い た め、 本 建 物 跡 の 時 期 を 特 定 す る こ

と は 困 難 で は あ る が、Ｐ ４、Ｐ ７ が ７ 世 紀 ご ろ と 推 定 さ れ る 第 55 号 住 居 跡 に 切 ら れ て い る こ と か ら、

第 55 号 住 居 跡 よ り も 古 い と 考 え ら れ る。

　第１Ｂ号掘立柱建物跡　 北 西 の 隅 の 柱 穴 の 西 半 分 が 調 査 区 外 に は ず れ る が、 東 西 方 向 ２ 間、 南 北 方

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

１ 土師器 ① (14.6) ③ (5.7) ⑤酸化焔 ⑦灰褐色 (Hue5YR 4/2) ⑨口 : ヨコナデ。頸 : 縦位ヘラケズリのちヨコナデ。 ⑪灰褐色 (Hue5YR 4/2)
台付甕 ② - ④口～頸 1/8 ⑥輪積 ⑧灰褐色 (Hue5YR 4/2) ⑩口 : ヨコナデ。頸 : ヨコナデのち指頭によるナデ消し。肩 : 接合痕を下方へナ

デ消しのち横位ヘラナデ。
2 土師器 ① 10.8 ③ 3.5 ⑤酸化焔 ⑦にぶい橙色 (Hue7.5YR 6/4) ⑨口 : ヨコナデ。胴～底 : ヘラケズリ。 ⑪色調不明

坏 ② 10.0 ④口～底 1/4 ⑥輪積 ⑧にぶい橙色 (Hue7.5YR 6/4) ⑩口 : ヨコナデ。胴～底 : ヘラナデ。

第 8 表　第 63 号住居跡出土遺物観察表



第33図　Ｅ地点第1号掘立柱建物跡
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第１号掘立柱建物跡Ｐ１土層説明  
第１層：明茶褐色土層(しまり、粘性を欠く。ローム風化土を多く含む。)
第２層：暗茶褐色土層(しまりは有るが、粘性を欠く。炭化粒子を若干含む。)

第１号掘立柱建物跡Ｐ２土層説明  
第１層：暗褐色土層(しまりはあるが、粘性を欠く。)
第２層：茶褐色土層(しまり、粘性共にある。炭化粒子を若干含む。)
第３層：明灰褐色土層(しまり、粘性共に強い。粘土風化土を多量に含む。)

第１号掘立柱建物跡Ｐ３土層説明  
第１層：暗褐色土層(しまりはあるが、粘土を欠く。Φ1㎝位のロームブロックを若
干含む。)
第２層：明灰褐色土層(しまり、粘性共にある。粘土、ローム風化土を多量に含む。)

第１号掘立柱建物跡Ｐ８土層説明  
第１層：茶褐色土層(しまり、粘性共に有り。炭化粒子、ロームブロックを多量に含
む。)
第２層：暗褐色土層(しまり、粘性共に有り。炭化粒子を若干含む粘質土。)
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　　　第34図　Ｅ地点第1号掘立柱建物跡変遷
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向 ２ 間 で、 中 央 に 柱 穴 を 有 す る。 第 １ Ａ 号 掘 立 柱 建

物 跡 と 同 様 に、 総 柱 建 物 で あ る と 考 え ら れ る。 規 模

は、 東 西 方 向 が 5.70 ｍ、 南 北 方 向 が 4.50 ｍ で、 １

間 の 長 さ も 東 西 方 向 が 2.85 ｍ、 南 北 方 向 が 2.25 ｍ

と 東 西 方 向 が 長 い 長 方 形 で あ る。 主 軸 （東 西 軸） 方

位 は、 Ｎ － 65°－ Ｅ を と る。 柱 穴 は、 南 北 方 向 が ほ

ぼ 直 線 上 に 並 ぶ が、 東 西 方 向 は 西 辺 の 柱 穴 列 が 一 様

に 北 に ず れ て い る。 平 面 形 が 主 と し て 直 径 70㎝ ～

90cm の 円 形 ～ 楕 円 形 を 呈 し、 確 認 面 か ら の 深 さ も

概 ね 14 ～ 31cm の 間 に 収 ま る。 第 １ Ａ 号 掘 立 柱 建

物 跡 と Ｐ ３、 Ｐ ７ を 共 有 し、 第 １ Ｃ 号 掘 立 柱 建 物 跡

と Ｐ ８、 Ｐ ９、 Ｐ 14 を 共 有 す る。 Ｐ ７、 Ｐ 10 が

７ 世 紀 ご ろ と 推 定 さ れ る 第 55 号 住 居 跡 に 切 ら れ て

お り、 Ｐ 10 が 第 １ Ａ 号 掘 立 柱 建 物 跡 の Ｐ ４ に 切 ら

れ て い る こ と か ら、 第 55 号 住 居 跡 お よ び 第 １ Ａ 号

掘 立 柱 建 物 跡 よ り も 古 い と 考 え ら れ る。 ま た、 第 １

Ａ 号 お よ び 第 １ Ｃ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と そ れ ぞ れ 柱 穴 を

共 有 し て い る が、 第 １ Ａ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と 総 柱 建 物

と い う 建 物 の 構 造 が 同 じ で あ る の に 対 し、 第 １ Ｃ 号

掘 立 柱 建 物 跡 と は 構 造 が 異 な る も の の、 東 西 方 向 が

長 い と い う 系 譜 的 な 連 な り が 認 め ら れ る こ と か ら、

第 １ Ｃ 号 掘 立 柱 建 物 跡 よ り も 新 し い と 推 定 し た。 な

お、Ｐ 13 よ り、か え り の 無 い 須 恵 器 の 蓋 （第 35 図）

が 出 土 し て い る が、 層 位 的 に 新 し い と 考 え ら れ る

第 55 号 住 居 跡 の 出 土 遺 物 よ り も 新 し く、 層 序 上 の

知 見 と 矛 盾 す る。 出 土 状 態 も 遺 構 埋 没 土 出 土 と い う

こ と 以 上 の 情 報 が な い た め、 後 世 の 混 入 か も し れ な

い。

　第１Ｃ号掘立柱建物跡　北 西 の 隅 の 柱 穴 の 西 半 分

が 調 査 区 外 に は ず れ る か、 館 堀 に 切 ら れ て い る た

め、 東 西 方 向 の 間 数 は 不 明 で あ る。 遺 存 す る 西 辺 が

東 辺 と 異 な り 中 央 に 柱 穴 を も た な い こ と か ら、 少 な

く と も ３ 間 （4.80 ｍ） 以 上 と 推 定 さ れ る。 南 北 方 向

は ２ 間 （4.50 ｍ） で あ る。 １ 間 の 長 さ は、 東 西 方 向

が 2.40 ｍ、南 北 方 向 が 2.25 ｍ で あ る。主 軸（東 西 軸）

方 位 は、 Ｎ － 75.5°－ Ｅ を と る。 柱 穴 は、 南 北 方 向

が ほ ぼ 直 線 上 に 並 ぶ が、 東 西 方 向 は 東 辺 の 柱 穴 列 が



　第35図　Ｅ地点第1号掘立柱建物出土遺物
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一 様 に 北 に ず れ て い る。 平 面 形 が 主 と し て 直 径 70㎝

～ 90cm の 円 形 ～ 楕 円 形 を 呈 し、 確 認 面 か ら の 深 さ も

概 ね 11 ～ 20cm の 間 に 収 ま る。 第 １ Ｂ 号 掘 立 柱 建 物

跡 と Ｐ ８、 Ｐ ９、 Ｐ 14 を 共 有 す る。 出 土 遺 物 が な い

た め、 本 建 物 跡 の 時 期 を 特 定 す る こ と は 困 難 で は あ る

が、 第 １ Ｂ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と 共 有 す る 柱 穴 を も ち、 第

１ Ａ 号、 第 １ Ｂ 号 掘 立 柱 建 物 跡 と 建 物 の 構 造 が 異 な る

こ と か ら、 第 １ Ｂ 号 掘 立 柱 建 物 跡 よ り も 古 い と 考 え ら

れ る。

Ｅ地点第２号掘立柱建物跡（第 36 図、図版６）

　 本 建 物 跡 は、 調 査 区 中 央 西 寄 り の Ｅ － ２、 Ｆ － ８ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 東 の 隅 を 倒 木 に、 南 辺 の

No. 種別 ①口径 ③器高 ⑤焼成 ⑦外面色調 ⑨外面調整 ⑪色調 ( 胎土 )
器種 ②底径 ④残存度 ⑥成形 ⑧内面色調 ⑩内面調整 備考

１ 須恵器 ①紐 2.3 ③ 3.05 ⑤還元焔 ⑦灰白色 (Hue5Y 7/1) ⑨天 : 回転ヘラケズリ ( 左 )。胴 : ロクロナデ。基 : ロクロナデ ( 指 )。 ⑪灰白色 (Hue5Y 7/1)
蓋 ②基 14.25 ④天～基 1/2 ⑥ロクロ ⑧灰白色 (Hue5Y 7/1) ⑩天～体 : 回転ヘラナデ。基 : ロクロナデ ( 指 )。 外面天井部に墨書「天」。海綿骨針を

多含。

第 9 表　Ｅ１地点第１号掘立柱建物跡出土遺物観察表



第37図　Ｅ地点土坑（1）
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第11号土坑土層説明
第１層：黒褐色土層(ローム粒、白色粒子を微量含む。しまり、粘性共に弱い。)
第２層：明黒褐色土層(ローム微粒を少量含む。しまりはあるが粘性は弱い。)
第３層：暗茶褐色土層(ローム粒、炭化物粒を含み、ローム風化土を混入す
る。しまりはあるが粘性はない。)

第14、15号土坑土層説明
第１層：黒褐色土層(炭化物粒を微量含み、茶褐色土を少量混入する。しまり
はあるが粘性はない。)
第２層：明黒褐色土層(ローム微粒子、火山灰を微量含み、暗褐色土を斑点状
に混入する。しまりはあるが粘性はない。)
第３層：暗茶褐色土層(火山灰を少量含み、ローム風化土を斑点状に混入す
る。しまり、粘性共に有するが弱い。)
第４層：黒褐色土層(ローム微粒子を微量含み、茶褐色土を斑点状に混入す
る。しまりはあるが粘性はない。)
第５層：明黒褐色土層(火山灰、炭化物粒を微量含む。しまりはあるが粘性は
ない。)

第２、３号土坑土層説明
第１層：茶褐色土層(ローム微粒、炭化物粒、火山灰を少量含む。しまり、
粘性共にない。)
第２層：明茶褐色土層(組成は１層に類似する。色調が相当に明るい。)
第３層：明黒褐色土層(炭化物粒、火山灰粒を微量に含み、ローム小ブ
ロックをまれに混入する。しまりなく、粘性を有するが弱い。)
第４層：黒褐色土層(ローム粒を少量含み、ローム風化土を斑点状に多
量に混入する。しまりはあるが、粘性はない。)
第５層：明黒褐色土層(ローム粒、白色粒子、炭化物粒を少量含み、ロー
ム風化土を少量混入する。しまりはあるが、粘性はない。)

第８号土坑土層説明
第１層：明黒褐色土層(白色粒子、炭化物粒を多量に含み、ローム風化
土を混入する。しまりはあるが粘性は弱い。)
第２層：明黒褐色土層(１層に類似するが、ローム風化土の混入が少な
い。)
第３層：茶褐色土層(ローム粒、炭化物粒を少量含み、ローム風化土を多
量に含む。しまりはあるが粘性はない。)
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中 央 を 撹 乱 土 坑 に 切 ら れ て お り、 未 確 認 で は あ る が、 東 西 方 向 ２ 間、 南 北 方 向 ３ 間 の 構 造 と 考 え ら れ

る。 遺 構 の 遺 存 状 態 は 比 較 的 良 好 で あ る。 規 模 は、 東 西 方 向 が 4.50 ｍ、 南 北 方 向 が 6.75 ｍ で あ る。

１ 間 の 長 さ は、 い ず れ も 2.25 ｍ で あ る。 主 軸 （ 南 北 軸 ） 方 位 は、 Ｎ － 28°－ Ｗ を と る。 柱 穴 は、 ほ

ぼ 直 線 上 に 並 ぶ が、 Ｐ ６ が 東 に ず れ て い る。 平 面 形 は、 Ｐ ７ を 除 き、 主 と し て 直 径 60㎝ ～ 70cm の 円

形 ～ 楕 円 形 を 呈 し、 確 認 面 か ら の 深 さ も 概 ね 14 ～ 30cm の 間 に 収 ま る。 出 土 遺 物 が な く、 時 期 の 判

明 し て い る 遺 構 と の 切 り 合 い 関 係 も な い こ と か ら、 本 建 物 跡 の 時 期 は 特 定 で き な か っ た。

第３節　土坑・ピット （第 37・38 図､ 図版６・７）

　 Ｅ 地 点 で は 数 十 基 の 土 坑 と 百 数 十 基 の ピ ッ ト が 検 出 さ れ て い る。 そ の 全 て を 報 告 す る こ と は 不 可 能

で あ る た め、 こ こ で は そ の 一 部 を 報 告 す る。

　第２号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － １ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 ３ 号 土 坑 と 重 複 し、そ れ を 切 っ て い る。

平 面 形 は 北 西 方 向 が わ ず か に 広 い 円 形 を 呈 し、 規 模 は、 北 西 ～ 南 東 方 向 が 73㎝ 以 外 は、70㎝ で あ る。

壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 46㎝ で あ る。底 面 は 広 く 平 坦 で あ る。遺 物 は、

埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏 の 小 片 が 出 土 し て い る の み で あ る。
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　第３号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － １ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 ２ 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ に 切 ら れ て い

る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 広 い 楕 円 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 残 存 長 72㎝、 北 西 ～ 南

東 方 向 が 60㎝ で あ る。 壁 は セ ク シ ョ ン 図 上 で は や や オ ー バ ー ハ ン グ ぎ み に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら

の 深 さ は 最 高 で 49㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 甕、 坏、

須 恵 器 の 甕、 碗、 盤、 縄 文 土 器 の 破 片 が 出 土 し て い る。

　第８号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － １ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 西 で 土 坑、 ピ ッ ト と 重 複 し、 土 坑 を 切

る が、 ピ ッ ト に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は 直 径 1.18 ｍ の 円 形 で あ る。 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確

認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 26㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏 の

小 片 と 緑 泥 片 岩 の 凹 み 石 が 出 土 し て い る。

　第 11 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － １ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 ど の 遺 構 と も 重 複 せ ず に 単 独 で 検 出 さ

れ た。 平 面 形 は 南 北 方 向 が 広 い 楕 円 形 を 呈 し、規 模 は 南 北 方 向 が 1.48 ｍ、東 西 方 向 が 1.17 ｍ で あ る。

壁 は 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 38㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 平 坦 で あ る。

遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 須 恵 器 碗 の 底 部 片 が 出 土 し て い る。

　第 14 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － ２ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 15 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ を 切 っ て い

る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 広 い 楕 円 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 96㎝、 北 西 ～ 南 東 方 向

が 81㎝ で あ る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 17㎝ で あ る。 底 面 は

広 く 平 坦 で あ る。 遺 物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 15 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － ２ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 第 14 号 土 坑 と 小 ピ ッ ト と 重 複 し、 そ れ

ら に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は 直 径 93cm の 円 形 で あ る。 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深

さ は 最 高 で ５ ㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏、 甕 と 縄 文 土 器 の

破 片 が 出 土 し て い る。

　 以 下 に 報 告 す る、 第 16、19、20 号 土 坑、 第 39、42 号 ピ ッ ト、 第 40、31、34、39、33、35、41、

36 号 土 坑 は、北 東 ～ 南 西 方 向 に ほ ぼ 一 直 線 に 連 な っ て い る。連 続 す る 方 向 は、概 ね Ｎ － 62°－ Ｅ で あ る。

　第 16 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｄ － ２、 Ｅ － ２ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 西 で 土 坑、 ピ ッ ト と 重 複 し、

そ れ ら を 切 っ て い る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 を 呈 し、 わ ず か で は あ る が 北 に カ ー

ブ し て 弓 な り に な っ て い る。 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 2.73 ｍ、 北 西 ～ 南 東 方 向 が 80㎝ で あ る。 壁 は

ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 42㎝ で あ る。 底 面 は 起 伏 が あ る。 遺 物 は 何 も 出

土 し な か っ た。

　第 19 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ２ グ リ ッ ド に 位 置 す る。南 西 で 第 20 号 土 坑 と 重 複 し、そ れ を 切 っ

て い る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 く、 南 西 辺 が 北 東 辺 よ り も 長 い 隅 丸 台 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～

南 西 方 向 が 1.2 ｍ、 南 西 辺 が 92cm、 北 東 辺 が 75㎝ で あ る。 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら

の 深 さ は 最 高 で 46㎝ で あ る。 底 面 は 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏 の 破 片 が 出 土 し

て い る。

　第 20 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ３ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 東 で 第 19 号 土 坑 に 切 ら れ、 南 西 で 第

39 号 ピ ッ ト を 切 っ て い る。 平 面 形 は、 南 東 辺 が ゆ が ん で い る も の の、 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 い 隅 丸 長

方 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 2.8 ｍ、 北 西 ～ 南 東 方 向 が 1.74 ｍ で あ る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜 し

て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 59㎝ で あ る。 底 面 は 北 西 辺 に 幅 10 ～ 20cm、 底 面 か ら の
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0 2m1：60

第16・19・20号土坑土層説明
第１層：暗茶褐色土層(浅間Ａ軽石、火山灰を多量に含む。しまりは弱く粘性はない。)
第２層：暗褐色土層(浅間Ａ軽石を均一にロームブロック、炭化物粒を少量含む。しまりはあるが粘性
はない。)
第３層：明黒褐色土層(火山灰、ローム粒、炭化物粒を少量含む。しまり、粘性共になし。)
第４層：茶褐色土層(火山灰、炭化物粒を多量に含む。しまり、粘性共になし。)
第５層：明黒褐色土層(火山灰を多量に、ローム微粒、炭化物粒を少量含む。しまり、粘性共にない。)
第６層：黒褐色土層(火山灰を多量に、ローム粒、炭化物粒を少量含む。しまりはあるが粘性はない。)
第７層：暗茶褐色土層(火山灰、ローム粒、ローム小ブロックを含む。しまり、粘性共にない。)
第８層：暗茶褐色土層(ローム粒、ロームブロックを多量に、火山灰を均一に含む。しまりはあるが粘性
はない。)
第９層：明黒褐色土層(ローム粒、ローム小ブロック、白色粒子、炭化物粒を含む。しまり、粘性共にない。)
第１０層：黒褐色土層(ＳＫ-１９の覆土、ローム粒、ロームブロックを多量に、炭化物粒を少量含む。し
まりなく粘性弱い。)

第40・31・34・39・33・35・41・36号土坑土層説明
第１層：暗褐色土層(ローム粒、ロームブロック、小礫、
砂利を均一に含む。粘土質であり、しまりは強い。)
第２層：暗褐色土層(ローム粒、粘土粒、浅間Ａ軽石、
小砂利を含む。しまりはあるが、粘性はない。)
第３層：暗茶褐色土層(ローム粒、火山灰、白色粒子
を多量に含む。しまり、粘性共にない。)
第４層：暗茶褐色土層(粘土粒、ローム粒、炭化物粒、
火山灰を含む。しまりはなく、粘質弱い。)
第５層：暗茶褐色土層(白色粒子、ローム粒を多量に、
炭化物粒を少量含む。しまりはなく、粘性弱い。)
第６層：茶褐色土層(ローム粒、火山灰を多量に、炭
化物粒を少量含む。しまり、粘性共に有する。)
第７層：暗褐色土層(ローム粒、ロームブロックを多
量に、炭化物粒を少量含む。しまりはあるが、粘性は
ない。)
第８層：暗茶褐色土層(ローム粒、ロームブロックを
多量に、粘土粒、炭化物粒を含む。しまりは弱く、粘性
はない。)
第９層：暗茶褐色土層(ローム粒、ローム小ブロック、
炭化物粒を含む。しまりはあるが、粘性はない。)
第１０層：暗茶褐色土層(組成は１０層に類似する
が、ロームブロックの含有量が多い。)
第１１層：明褐色土層(ローム粒、ロームブロックを
多量に、白色粒子、炭化物粒を微量含む。しまり、粘
性共に有する。)
第１２層：茶褐色土層(ローム粒、ローム小ブロック、
炭化物粒を含む。しまり、粘性共に有する。)
第１３層：暗褐色土層(ローム粒、ロームブロック、粘
土粒を多量に、白色粒子、炭化物粒を少量含む。しま
りはあるが、粘性はない。)
第１４層：暗茶褐色土層(ローム粒を多量に、ローム
ブロック、白色粒子を少量含む。しまり、粘性共に有
する。)
第１５層：暗褐色土層(ローム粒を均一に、ロームブ
ロック、炭化物粒を少量含む。しまり、粘性共にない。)
第１６層：明黒褐色土層(ローム粒、ロームブロック、
炭化物粒を微量含む。しまり、粘性共にない。)
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比 高 差 20cm ほ ど の テ ラ ス が あ る 他 は、 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏、 磁 器

碗 の 破 片 が 出 土 し て い る。

　第 39 号ピット　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ３ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 東 部 を 第 20 号 土 坑 に、 南 西 部 を 第

42 号 ピ ッ ト に 切 ら れ て い る た め、 遺 存 状 態 は す こ ぶ る 悪 い。 平 面 形 は 遺 存 状 態 の 悪 さ の た め 不 明 で

は あ る が、北 西 ～ 南 東 部 の 遺 存 状 態 か ら 直 径 68cm の 円 形 と 推 定 さ れ る。 エ レ ベ ー シ ョ ン 図（第 38 図）

か ら、 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 24㎝ ま で 計 測 で き る。 底 面 は 比 較 的
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平 坦 で あ る。 遺 物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 42 号ピット　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ３ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 東 で 第 42 号 ピ ッ ト と 重 複 し、 そ れ

を 切 っ て い る。 平 面 形 は 直 径 68cm の 円 形 で あ る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の

深 さ は 最 高 で 30㎝ で あ る。 底 面 は 狭 く 平 坦 で あ る。 遺 物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 40 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 北 西 部 を 第 31 号 土 坑 に、 南 西 部 を 第

34 号 土 坑 に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方

向 が 2.96 ｍ、 北 西 ～ 南 東 方 向 が 1.64 ｍ で あ る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深

さ は 最 高 で 12㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 31 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｅ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 西 部 を 第 31 号 土 坑 に 切 ら れ、 第 40

号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ を 切 っ て い る。 平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 い 長 楕 円 形 を 呈 し、 規 模 は 北 東 ～

南 西 方 向 が 2.19 ｍ、 北 西 ～ 南 東 方 向 が 1.05 ｍ で あ る。 壁 は 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か

ら の 深 さ は 最 高 で 38㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏 と

縄 文 土 器 の 破 片 が 出 土 し て い る。

　第 34 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 南 西 部 を 第 33、39 号 土 坑 と 重 複 し、

前 者 に 切 ら れ、 後 者 を 切 っ て い る。 ま た、 北 東 部 を 第 31、40 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ ら を 切 っ て い る。

平 面 形 は 重 複 す る 土 坑 と 共 に 完 掘 し た た め 正 確 で は な い が、 遺 存 す る 北 西 辺 と 南 東 辺 の 形 状 か ら 北 東

～ 南 西 方 向 に わ ず か に 長 い 隅 丸 方 形 を 呈 す と 推 測 さ れ る。 規 模 は 北 東 ～ 南 西 方 向 が 1.02 ｍ、 北 西 ～

南 東 方 向 が 94cm で あ る。 壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 42㎝ で あ る。 底 面

は 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏 の 破 片 が 出 土 し て い る。

　第 39 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 上 部 を 第 33 号 土 坑 に、 南 西 辺 を 第 41

号 土 坑 に、 北 東 辺 の 中 央 を 第 34 号 土 坑 に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は 北 西 ～ 南 東 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形

を 呈 す と 推 測 さ れ る。 規 模 は 北 西 ～ 南 東 方 向 が 1.80 ｍ、 北 東 ～ 南 西 方 向 が 94cm で あ る。 壁 は 緩 や か

に 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 44.5㎝ で あ る。 底 面 は 広 く 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺

物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 33 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 下 位 に 第 33 号 土 坑 と、 北 西 辺 に 第 34

号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ ら を 切 っ て い る。 南 西 辺 を 第 35、41 号 土 坑 に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は 重 複 す

る 土 坑 と 共 に 完 掘 し た た め 不 明 で あ る が、 南 西 隅 と 南 西 辺 の 遺 存 状 態 か ら 北 西 ～ 南 東 方 向 に 長 い 隅 丸

長 方 形 を 呈 す と 推 測 さ れ る。 規 模 は 北 西 ～ 南 東 方 向 が 76cm 以 上、 北 東 ～ 南 西 方 向 が 1.11 ｍ で あ る。

壁 は ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 38㎝ で あ る。 底 面 は 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺

物 は 片 岩 の 破 片 以 外 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 35 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 土 坑 の 掘 り 込 み が 地 山 ま で 到 達 し て お

ら ず、 重 複 す る 土 坑 と 共 に 完 掘 し た た め に、 遺 存 し な か っ た。 下 位 に 第 39、41 号 土 坑 と 重 複 し、 そ

れ ら を 切 っ て い る。 平 面 形 は 不 明 で あ る が、 規 模 は セ ク シ ョ ン 図 か ら 北 東 ～ 南 西 方 向 の み 判 明 し て お

り、1.54 ｍ で あ る。 壁 は 北 東 壁 が ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が り、 南 西 壁 が 緩 や か に 傾 斜 し て 立 ち 上 が る。 確

認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 35㎝ で あ る。 底 面 は 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は、 埋 没 土 中 よ り、 土 師 器 坏

の 破 片 が 出 土 し て い る。

　第 41 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ４ グ リ ッ ド に 位 置 す る。 上 位 に 第 35 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ に
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切 ら れ て い る。 北 東 辺 に 第 33、39 号 土 坑 と、 南 西 部 に 第 36 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ ら を 切 っ て い る。

平 面 形 は 北 東 ～ 南 西 方 向 に 長 い 隅 丸 長 方 形 を 呈 し、 規 模 は、 北 東 ～ 南 西 方 向 が 1.63 ｍ、 北 西 ～ 南 東

方 向 が 66cm で あ る。 壁 は 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は 最 高 で 41㎝ で あ る。 底 面 は 比 較

第４節　館堀跡・柵列 （第 39 図、 図版７）

　館堀跡　 調 査 区 の 西 端 に 位 置 す る。 調 査 区 の 西 端 に 沿 っ て、

調 査 区 の 北 端 か ら 南 端 ま で 検 出 さ れ た。 検 出 さ れ た の は 堀 跡 の

東 半 分 で あ り、 西 半 分 は 調 査 区 外 に 位 置 す る。 走 向 は Ｎ － １°

－ Ｅ で あ り、 ほ ぼ 南 北 で あ る。 調 査 区 の 西 端 の 住 居 跡 群 を 切 っ

て い る。 横 断 面 形 状 は、底 面 の 狭 い Ｖ 字 形 で、堀 の 縁 付 近 に 1.0

～ 1.5 ｍ 幅 の 犬 走 り 状 の 段 差 が 認 め ら れ た。 柵 列 の ピ ッ ト は こ

の 段 差 の 縁 に 沿 っ て 検 出 さ れ て い る。確 認 面 か ら の 深 さ は、1.10

ｍ 前 後 で あ る。 Ｃ 地 点、 Ｆ 地 点 で 検 出 さ れ た、 真 鏡 寺 館 跡 の 堀

の 一 部 と み ら れ る。 堀 の 内 縁 側 に は、 Ｆ 地 点 で 検 出 さ れ た よ う

な 土 塁 は 検 出 さ れ な か っ た が、 走 向 の 近 い 柵 列 が 検 出 さ れ て い

る。 館 堀 の 埋 没 土 は、 上 層 に Ａ ｓ － Ａ 軽 石 が 含 ま れ る が、 下 層

に は 含 ま れ て い な い た め、 Ａ ｓ － Ａ 軽 石 の 降 下 以 前 に 大 部 分 が

埋 没 し て い た と 推 定 さ れ る。

　 出 土 遺 物 は、土 師 器 の 甕、坏 の 破 片 が 大 量 に 出 土 し て い る が、

主 に ８ ～ ９ 世 紀 の も の で あ り、 館 堀 に 切 ら れ た 住 居 跡 に 由 来 す

る も の で あ ろ う。 　

　柵列　 調 査 区 の 西 端、 館 堀 の 縁 に て、 ほ ぼ 一 直 線 に 並 ぶ ピ ッ

ト の 列 を 柵 列 と 判 断 し た。 ピ ッ ト は、 主 に ２ 基 づ つ の 組 で、 ５

ｍ 前 後 の 間 隔 で 並 ん で い る。 走 向 は、 Ｎ － ３°－ Ｗ で、 ほ ぼ 南

北 で あ る。 館 堀 の 走 向 と も 大 き く 変 わ る わ け で は な い の で、 館

堀 に 関 連 す る も の か も し れ な い。 ピ ッ ト は、 直 径 ５ ～ 15cm の

楕 円 形 で、 確 認 面 か ら の 深 さ は、40 ～ 45㎝ で あ る。

的 起 伏 が あ る。 遺 物 は 何 も 出 土 し な か っ た。

　第 36 号土坑　 調 査 区 の 東 部 の Ｆ － ５ グ リ ッ ド に 位 置 す る。

東 部 を 第 41 号 土 坑 と 重 複 し、 そ れ に 切 ら れ て い る。 平 面 形 は

大 半 を 第 41 号 土 坑 に 切 ら れ て い る た め 正 確 で は な い が、 遺 存

す る 南 西 辺 と 北 西 辺 の 形 状 か ら 東 西 方 向 に 長 い 楕 円 形 を 呈 し

て い る と 推 測 さ れ る。 規 模 は 東 西 方 向 が 1.26 ｍ、 南 北 方 向 が

96cm で あ る。 壁 は 傾 斜 し て 立 ち 上 が り、 確 認 面 か ら の 深 さ は

最 高 で 22㎝ で あ る。 底 面 は 比 較 的 平 坦 で あ る。 遺 物 は 何 も 出

土 し な か っ た。
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第Ⅴ章　ま　と　め

　 Ｅ 地 点 の 調 査 は、 真 鏡 寺 後 遺 跡 の 第 ５ 次 調 査 で あ り、 本 遺 跡 の 南 部 に 所 在 す る 真 鏡 寺 館 跡 の 内 側 の

初 め て の 調 査 で あ っ た。 本 調 査 後、 Ｆ 地 点、 Ｇ 地 点 と 続 け て 真 鏡 寺 館 跡 内 の 調 査 が 行 わ れ て お り、 館

跡 の 内 部 の 状 況 が 徐 々 に 明 ら か に な り 始 め て い る。

　 Ｅ 地 点 で は、 ９ 軒 （ 建 て 替 え を 含 め れ ば 13 軒 ） の 竪 穴 住 居 跡、 ２ 棟 （ 建 て 替 え を 含 め れ ば ４ 棟 ）

の 掘 立 柱 建 物、 １ 条 の 館 堀、 １ 列 の 柵 列、200 基 以 上 の 土 坑 ・ ピ ッ ト の 調 査 を 行 な っ て い る。

　 竪 穴 住 居 跡 は、 分 布 状 況 か ら 館 堀 を 越 え た 西 側 に 住 居 群 が 広 が る こ と が 予 想 さ れ る。 住 居 跡 の 使 用

時 期 な ら び に 廃 絶 時 期 は、 ７ 世 紀 ご ろ か ら ９ 世 紀 の 終 わ り ご ろ ま で と 推 定 さ れ る。 カ マ ド の 焚 き 口 付

近 に 小 ピ ッ ト を も つ も の （第 55、59、61 号 住 居 跡） と も た な い も の （第 54、57、58、60、63 号 住 居 跡）

と に 分 か れ る。

　 掘 立 柱 建 物 跡 は、 調 査 時 に、 第 55 号 住 居 跡 と 重 複 す る 形 で １ 棟 （第 １ 号 掘 立 柱 建 物 跡） が 検 出 さ

れ て い た が、 整 理 調 査 時 の 検 討 に よ り 建 て 替 え ら れ た ３ 棟 に 分 か れ る と 判 断 し、 柱 穴 を 共 有 関 係、 柱

穴 の 切 り 合 い 関 係、 建 物 の 構 造、 規 模 の 類 似 性 か ら、 建 て 替 え の 順 序 を 明 ら か に し た。 整 理 調 査 時 に

新 た に 認 定 し た 第 ２ 号 掘 立 柱 建 物 跡 は、 長 軸 方 向 と 立 地 が 第 １ 号 掘 立 柱 建 物 跡 や 竪 穴 住 居 跡 群 と 異 な

る た め、 館 跡 に 関 わ る 建 物 か も し れ な い。 他 に、 東 部 に 大 量 に 集 中 す る ピ ッ ト 群 も 掘 立 柱 建 物 跡 を 構

成 す る 可 能 性 が あ る が、 柱 穴 間 の 距 離 に 規 格 性 が 認 め ら れ な か っ た た め、 建 物 跡 と 認 定 す る こ と は し

な か っ た。 今 後 の 課 題 で あ る。

　 調 査 区 の 西 端 で 検 出 さ れ た 館 堀 跡 は、 現 地 表 面 に 残 る ラ ン ド マ ー ク と 併 せ て、 Ｃ、 Ｆ 地 点 で 検 出 さ

れ た 館 堀 跡 に 接 続 す る と 推 定 さ れ る。 Ｆ 地 点 で 検 出 さ れ た よ う な 堀 の 内 側 の 土 塁 跡 は 検 出 さ れ な か っ

た が、 柵 列 と 推 定 さ れ る ピ ッ ト 列 が 堀 に 沿 っ て 検 出 さ れ た。 柵 列 は、 柱 穴 が ２ 基 づ つ セ ッ ト で 並 ん で

い る よ う で あ る が、 こ の セ ッ ト が 同 時 期 に 使 用 さ れ た も の な の か、 建 て 替 え に よ る も の か は、 明 ら か

に す る こ と は で き な か っ た。

　 出 土 遺 物 で は、 第 55 号 住 居 跡 か ら 出 土 し た 臼 玉 の 一 部 が 接 合 す る こ と が 判 明 し た。 色 調 か ら 二 つ

の 石 材 に 分 か れ る と 推 定 さ れ る。 直 接 接 合 す る わ け で は な い が、 そ れ ぞ れ の 石 材 で、 一 本 の 棒 状 の 材

料 に ま と ま る よ う で あ り、 臼 玉 の 側 面 に 残 る 擦 痕 の 状 況 か ら、 製 作 中 の も の か も し れ な い。

　 第 ５ 号 住 居 № ２、第 ９ 号 住 居 № ６ の 土 師 器 の 坏 は、口 縁 部 外 側 に 残 る ナ デ が、一 周 す る 直 前 で 止 ま っ

て い る。 こ の ナ デ は、 一 定 の 幅 で 途 切 れ る こ と な く ほ ぼ 一 周 し て い る こ と か ら、 一 度 に つ け ら れ た と

判 断 さ れ る。土 師 器 坏 の ナ デ 調 整 に 回 転 台 な い し ロ ク ロ が 使 用 さ れ て い る 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る（石

本 2009） が、 こ の 二 つ の 坏 の ナ デ の 痕 跡 は、 回 転 台 も し く は ロ ク ロ に よ る 調 整 の 証 拠 と 考 え た い。

　 真 鏡 寺 館 跡 内 の 調 査 で あ っ た が、 館 跡 に 関 わ る 建 物 等 の 遺 構 を 明 ら か に す る こ と は で き な か っ た。
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第 54 号住居跡（西から）

第 54 号住居跡カマド（西から）

第 55 号住居跡・Ｅ地点第１号掘立柱建物跡
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第 57 号住居跡（西から）

第 57 号住居跡カマド（西から）

第 58 号住居跡カマド（西から）
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第 59 号住居跡（南から）

第 59 号住居跡遺物出土状態（南から）

第 59 号住居跡カマド（西から）
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第 60 号住居跡（南から）

第 60 号住居跡カマド（西から）

第 60・62 号住居跡掘り方（南から）



図版  5

第 61 号住居跡（南から）

第 61 号住居跡カマド（西から）

第 63 号住居跡（西から）
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第 63 号住居跡カマド（西から）

Ｅ地点第２号掘立柱建物跡（西から）

Ｅ地点第 14 ～ 20 号土坑・

第 39・42 号ピット跡（南から）
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Ｅ地点第 31 ～ 41 号土坑（南から）

Ｅ地点東端ピット群（南から）

Ｅ地点館堀（西から）
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第 54 号住居跡出土遺物
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第 58 号住居跡出土遺物
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第 61 号住居跡出土遺物

第 63 号住居跡出土遺物

Ｅ地点第 1 号掘立柱建物跡出土遺物
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調査 調査

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡 面積 原因

真
シンキョウジウシロイセキ

鏡 寺 後 遺 跡

（Ｅ地
チ テ ン

点）

本
ホンジョウシ

庄 市児
コダマチョウ

玉 町

塩
シオヤアザシンキョウジ

谷字真鏡寺

90- ２他
ホカ

112119 54-107
36°11′24"
（36.19）

139°6′4″5 
（139.10125）

1988.03.01 
～ 

1988.05.10

約
1,118 ㎡

牛舎 
建設

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

真鏡寺後遺跡 

（Ｅ地点）

集落 飛鳥

竪穴住居１、 

掘立柱建物１

土師器小型甕、 

須恵器蓋、 

臼玉、鉄製品

掘立柱建物は建て替え３棟。 

「天」墨書須恵器蓋。 

臼玉は一部接合。

集落

奈良 

・ 

平安

竪穴住居９ 土師器甕、坏、鉢、 

須恵器杯、碗、蓋、 

土製紡錘車、臼玉

一部住居は正確な時期不明。 

墨書須恵器蓋。

館　 中世 堀１、柵列１

不明

掘立柱建物１、 

土坑 17、ピット２、 

土坑・ピット群
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